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８ 　７月６日㈫に山鹿健康福祉センターで県内で初となる、
１歳半健診に訪れた幼児と保護者に絵本を贈る「ブックス
タート・プラス事業」が始まりました。

(11 ページに関連記事 )

ブックスタート・プラス
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□今年も千人灯籠踊りは２部制です
　１部ごとに観客の入れ替えをして、多くの人に観覧
　してもらえるよう２部制にします。

千 人 灯 籠 踊 り

　今年も、８月 15 日・16 日の２日間「山鹿
灯籠まつり」が開催されます。
　このページでは、広報紙と同時に配布して
いるパンフレットとあわせ、まつりを楽しん
でいただくための情報をお知らせします。

　15・16 日の両日は、夕方５時から市内中心部が車両進入
禁止になりますのでご協力をお願いします。混雑が予想さ
れますので、標識に従って安全運転をお願いします。
規制時間
　午後５時〜午前０時（両日）
　※ただし、おまつり広場については午後６時から。
　　解除時間については、早まることがあります。

□おもな規制区間
　国道 325 号
　　…元八千代ボウル〜熊本ファミリー銀行まで(おまつり広場)

　豊前街道沿い
　　…菊池川河畔〜徳永循環器科内科医院まで
　菊池川沿い両岸道路
　　…15 日のみ。花火大会のため山鹿大橋から大堰橋まで
　　　の区間が進入禁止になります。
　　　両岸▷午前９時〜午後 11 時
　大宮神社付近
　　…15 日▷大宮参道のみ車両進入禁止
　　　16 日▷大宮参道、山鹿小学校周辺が車両進入禁止

交　通　規　制

【第１部】
17：45　特別観覧席開場
18：45　ふれ太鼓
19：00　少女灯籠踊り
19：15　子ども灯籠みこし
19：30　太鼓演奏
19：45　千人灯籠踊り〜灯籠踊り保存会組踊り
20：15　第１部終了

【第２部】

20：50　特別観覧席開場
21：25　ふれ太鼓
21：40　景行天皇たいまつ行列入場
21：50　千人灯籠踊り〜灯籠踊り保存会組踊り
22：20　第２部終了

千人灯籠踊りと同時刻に、おまつり広場でも灯籠踊りの
披露があります。千人とまではいきませんが、踊りを間
近で観覧できるおすすめのスポットです。

千人灯籠踊りタイムテーブル

雨天時の対応について
　踊り手が頭にのせる金灯籠は和紙でできています。
　また、灯籠師が一つ一つ丹誠込めて作り上げた非常
に繊細なものであるため、湿気に弱く水にぬれると壊
れてしまいます。
　そのため、雨天の際にはやむを得ず踊りを中止させ
ていただく場合があります。ご了承ください。 温泉プラザ山鹿ご当地

グルメフェア

…観光課　☎４３‐１５７９問い合わせ
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16日

□場　所
　①カルチャースポーツセンター
　　…無料送迎バスあり
　　　15・16 両日▷かもとスポーツプラザ跡
　②市民スポーツセンター（鍋田グラウンド）
　　…無料送迎バスあり
　　　15・16 両日▷バスセンターまで
　③サンチェリー工業（方保田）
　　…無料送迎バスあり
　　　15・16 両日▷大宮神社登り口まで
　④山鹿中学校
　⑤健康福祉センター
　⑥山鹿・植木広域消防本部（15 日のみ）
　※無料送迎バスは、駐車場を利用しない人でも乗車で
　　きます。お気軽にご利用ください。
　※祭り当日は湯の端公園内に総合案内所を設けます。
　※祭りのパンフレットを総合案内所と各町の奉納灯
　　籠展示場に準備しますので、ご利用ください。

□環境整備協力金にご協力を
　　昨年、駐車場ご利用の際に、祭りの安全確保・受け
　入れ態勢充実などのため負担いただいた環境整備協力
　金。おかげさまで、警備員、送迎バス・仮設トイレな
　どを充実することができました。
　　今年も引き続き、安全で快適な祭り運営のため、ご
　協力をお願いします。
　　軽・普通車▷ 500 円／台
　　マイクロバス▷ 1,500 円／台
　　中・大型バス▷ 3,000 円／台

有 料 臨 時 駐 車 場

上がり灯籠の順番と
奉納される灯籠

◆スタンプラリー山鹿灯籠 30 か所巡り
　15 日・16 日両日　市内
◆奉納灯籠踊り
　午後６時半〜午後６時 50 分　大宮神社
◆灯籠踊り
　午後６時半〜午後 11 時 00 分　おまつり広場
◆納涼花火大会
　午後８時〜午後９時 30 分　菊池川河畔

◆灯籠踊り
　午後６時半〜午後 11 時 20 分　おまつり広場
◆千人灯籠踊り
　第１部：午後６時 45 分〜午後８時 15 分
　第２部：午後９時 20 分〜午後 10 時 20 分
　山鹿小学校グラウンド
◆景行天皇奉迎儀式
　午後８時 20 分〜 55 分　菊池川河畔
◆たいまつ行列
　午後８時 55 分〜　市内巡回
◆上がり灯籠
　16 日午後 10 時〜午前０時　大宮神社

15日

お祭り情報（灯籠まつり）

千人灯籠踊り特別観覧席チケット
最終販売！

これが最後のチャンス。お見逃しなく！
販売開始▷８月 1日㈰　午前 10 時から
申込電話番号▷４３‐０１０６
　　　　　　（特別観覧席販売事務局）
受付時間▷午前 10 時から午後 5時まで

…山鹿温泉観光協会　☎４３‐２９５２問い合わせ

順番 町　名 奉納灯籠／所在地 製作者名

１ 上市町 人形灯籠 中島　信孝
２ 栗　林 小樽水天宮／北海道 中島　　清
３ 大宮町 富岡八幡宮／東京 徳永　正弘
４ 西上町 座敷造り 中島　光代
５ 上　町 高橋稲荷神社／熊本 牛島富士子
６ 明治町 金灯籠 畠山　慶司
７ 松坂町 座敷造り 今村　時子
８ 日吉町 座敷造り 徳永　正弘
９ 原　町 高千穂神社／宮崎 徳永　正弘
10 桜　町 六郷神社／東京 中島　　清
11 栄　町 八坂神社／京都 畠山　慶司
12 南本町 座敷造り 中島　光代
13 東通町 多賀大社／滋賀 徳永　正弘
14 堀明町 来宮神社／静岡 中島　　清
15 下　町 湊川神社／兵庫 徳永　正弘
16 千代の園 札幌護国神社／北海道 中島　　清
17 九日町 深志神社／長野 中島　　清
18 泉　町 大麻比古神社／徳島 徳永　正弘
19 中　町 鶴岡八幡宮／神奈川 中島　　清
20 温泉通り 三峯神社／埼玉 徳永　正弘
21 温泉プラザ 間眠神社／静岡 中島　　清
22 上広町 金刀比羅宮／香川 徳永　正弘
23 花見坂 鹿島神社／茨城 徳永　正弘
24 大宮通り 古式台灯 中島　　清
25 鹿校通 大宮神社／熊本 中島　　清
26 青年会議所 矢つぼ・鳥かご・金灯籠 中島　　清

ダイドードリンコ提供「日本の祭り2010」
CM 出演者募集中
　山鹿灯籠まつりが今年の「日本の祭り2010」のひとつに選ば
れ、１時間の番組を制作されます。まつり関係者、市民が出演す
るCM撮影を８月１６日に行います。現在CM出演者を募集して
います。詳しくは、観光課までお問い合わせください。
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主催：菊鹿さきもり隊　■お問合せ：山鹿市菊鹿総合支所市民生活課 TEL0968-48-3111

平成22年

8月7日（土）
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フィールドプログラム 

14：30～
15：00～
15：05～

15：45～
16：00～
16：50～
17：00～

17：50～
18：00～

13：00～
第5回サッカーPK大会

（事前申込必要）

15：00～
出店・ゲーム

（エアライフル他、出店多数有り）

若手お笑い芸人ショー
オープニング
天装戦隊ゴセイジャーショー
サイン会・撮影会
マウンテンバイクトライアル
アドベンチャーズ・リバイバル演奏
太極拳演舞
園児お遊戯会
（城北アソカ・内田・栗の実・菊鹿中央・つぼみ）
お手玉演舞
天装戦隊ゴセイジャーショー
サイン会・撮影会

18：40～
18：50～
19：00～
19：30～
19：40～
20：00～

20：40～
21：00～
21：10

健康ダンス
主催者・市長挨拶
ばってん城次ときんきら一太ショー
防人の舞　　　　　　
ゆかた踊り・市民総踊り
サムタイム演奏

お楽しみ抽選会
花火大会
終了

駐車場は「菊鹿運動広場」となっております

「天装戦隊ゴセイジャー」ショー
8月7日（土）

場所：あんずの丘ステージ
①15:05～　②18:00～ 

天装戦隊ゴセイジャー
○2010テレビ朝日・東映AG・東映C

ゴセイジ
ャーが

やってく
る

若手お笑い芸人ショー 14：30～

ばってん城次ときんきら一太ショー 19：00～

熊本放送「風犬ナンジャのだけんなんや！」
熊本放送「ぱじゃまdeシネマ」
熊本朝日放送「5ch」
ＴＶＱ「至福の時間」など出演中

風犬ナンジャ

ばってん城次
きんきら一太

ビートルズのナンバーをお楽しみ下さい

第15回き
くか

第15回き
くか

ステージプログラム 《14：30～21：10》

この引換券を切り取って本部へお持ちいただくと、

抽選券をお渡しします。

引換券

2010
✂

✂

✂

✂

✂
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　問い合わせ：招魂祭実行委員会（鹿本総合支所市民生活課内）　☎０９６８−４６−３１１１
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　「山鹿市ふるさと応援寄附金」は、「自分が生まれ育った “ふるさと” に貢献したい」、「自分とか
かわりが深い地域を応援したい」という思いを自治体への寄附金という形で実現させた制度です。
平成 21 年度は 53 件 (229 万 3 千円 ) の寄附をいただきました。
　ご寄附いただきました皆さまに、心から感謝申し上げます。
　平成 21 年度にお寄せいただいた寄附金は、平成 22 年度の事業に活用させていただきます。

●湯の町やまがのシンボル「さくら湯」の再生
　を応援してください
　市ではふるさと応援寄附金の制度の中に新たに「さくら湯」
再生事業への寄附を設けました。
　明治５年から山鹿温泉のシンボルとして市民に親しまれてき
た「さくら湯」は、当時の旦那衆や町民たちが私財を投じて
建設したものです。昭和 48 年に建物が解体され、その後は
温泉ビルの中で歴史を刻み続けてきましたが、「往年の姿で再
生を」という市民の熱い想いに応え、このたび可能な限り昔
と同じ姿に再生されます。その歴史と先人たちの心意気を後世
に伝えるため、皆さまのご協力をお願いします。
　寄附の手続きについては、事前の申し込みが必要です。
申込書はお問い合わせいただくか、市のホームページにも
掲載しています。

●皆さまからの「ふるさと応援寄附金」は、このように活用していきます

　④地域とともに支え合う暮らしづくり
　（福祉の充実に関する事業）　活用額

　③活力ある産業づくり
 　（産業の振興に関する事業）　活用額

　②人と自然が共生する環境づくり
　 （自然・環境に関する事業）　　活用額

　①心豊かにたくましく生きる人づくり
　 （教育・文化に関する事業）　　　　　　  　　　　活用額

　⑤安全で快適な暮らしを支える基盤づくり
　（社会資本整備に関する事業）　活用額

…企画課　☎４３−１１１４

●寄附を頂いた皆さまからのメッセージ
　・子どもたちの教育にお願いします。
　・なつかしい故郷の自然がいつまでも美しくあってほしいと思います。
　・結婚して山鹿を離れましたが、わたしにとっての “ふるさと” は一生
　　変わりません。いつ帰っても気持ちのいい山鹿が大好きです。
　・病気のため熊本に帰ることができない母親の実家がある町の「地域
　　とともに支えあう暮らしづくり」のためにお役にたてるとうれしいです。

申し込み・問い合わせ

ふるさと山鹿への応援に感謝します

安心安全で売れる農産物づくりと、
農商工観光連携の強化

緊急通報装置（上図）を貸与し、
急病や災害時においての迅速・
適切な対応を図る

平成 21 年度に 53 件（229 万 3 千円）のご寄附をいただきました。

読書推進大会

1,000,000円 200,000円

「いつでも、どこでも、だれでも」読書活動ができる環境を整備し、読書活動の
充実を図る

自然環境保全のための環境教育
を推進

環境啓発学習

やまがブランド 緊急通報体制等整備事業 災害対策費

500,000円 193,000円300,000円

自主防災組織の結成を強化。災
害に強い、安全で安心なまちづ
くりを推進

絵本読み聞かせ

※活用額の合計（219 万 3 千円）と実際の寄附額合計（229
万 3 千円）は異なっていますが、これは例年１月末ごろに行っ
ている予算編成作業以降にいただいた寄附があったためです。
今回、平成 22 年度の事業に活用できなかった寄附額（10 万
円）については、平成 23 年度の事業に活用させていただきます。
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◆◇　　議　案　　◇◆
　　　議案第 54 号　専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　　　　　（山鹿市税条例の一部を改正する条例）　　　　　　　　　　　　・・・承認
　　　議案第 55 号　専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　　　　　（山鹿市都市計画税条例の一部を改正する条例）　　　　　　　　・・・承認
　　　議案第 56 号　専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　　　　　（山鹿市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）　　　　　　・・・承認
　　　議案第 57 号　専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　　　　　（山鹿市職員退職手当支給条例の一部を改正する条例）　　　　　・・・承認
　　　議案第 58 号　専決処分の承認を求めることについて

　　　（平成 22 年度山鹿市一般会計補正予算（第１号））　　　　　　　・・・承認
　　　議案第 59 号　山鹿市税特別措置条例の一部を改正する条例　　　　　　　 　　・・・可決
　　　議案第 60 号　山鹿市鹿央農産物加工施設条例の一部を改正する条例　　　 　　・・・可決
　　　議案第 61 号　山鹿市鹿北竹加工学習施設条例の一部を改正する条例　　　 　　・・・可決
　　　議案第 62 号　山鹿市鹿北ふれあい会館条例の一部を改正する条例　　　　 　　・・・可決
　　　議案第 63 号　山鹿市工場等設置奨励条例の一部を改正する条例　　　　　 　　・・・可決
　　　議案第 64 号　平成 22 年度山鹿市一般会計補正予算（第 2号）　　　　　　 　    ・・・可決
　　　議案第 65 号　平成 22 年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）　     ・・・可決
　　　議案第 66 号　財産の取得について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・可決
　　　議案第 67 号　財産の取得について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・可決
　　　議案第 68 号　熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について　・・・可決（多数）
　　　議案第 69 号　固定資産評価員の選任について　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・同意
◆◇　　報　告　　◇◆　　　　　
　　　報告第４号　　専決処分の報告について　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・受理
　　　報告第５号　　平成 21 年度山鹿市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・受理
　　　報告第６号　　平成 21 年度山鹿市介護保険事業特別会計繰越明許費繰越計算書
　　　　　　　　　　の報告について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・受理
　　　報告第７号　　平成 21 年度山鹿市水道事業会計予算繰越計算書の報告について  ・・・受理
　　　報告第８号　　平成 21 年度山鹿市病院事業会計継続費繰越計算書の報告について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・受理
　　　報告第９号　　山鹿市土地開発公社の経営状況の報告について　　　　　　　　・・・受理
◆◇　請願第１号　◇◆　　　　　
　　　　　　　　　　日米ＦＴＡ・日豪ＥＰＡに反対し、日本の農業を守る意見書提出についての
　　　　　　　　　　請願書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・継続審査
◆◇　付議事件　◇◆　　　　　
　　　　　　　　　議員定数等に関する調査の件　　　　　　　　　　　　　　・・・継続審査

市 議 会 ６ 月 定 例 会
平成 22 年（第３回）市議会６月定例会は、６月７日に開会し、６月 23 日までの 17 日間の
日程で開かれました。今議会では、条例、予算など議案 16 件（条例９件、予算３件、人事
案件１件、その他３件）、報告６件、請願１件を審議。その結果は次のとおりです。

＊なお、この議案書全文は、市役所ホール「情報プラザ」に置いていますので、自由にご覧いただけます。
＊お問い合わせは議会事務局（☎４３‐１６３４）または本庁総務課法令文書係へ（☎４３‐１１１７）
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会
社
が
倒
産
し
た

リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た

対
象
要
件
の
一
部
見
直
し
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
非
該
当

だ
っ
た
人
で
も
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減
措
置
対
象
者
の
拡
充
について

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
、
倒
産
や
解
雇
（
リ
ス

ト
ラ
）
な
ど
の
理
由
で
離
職
さ
れ
た
人
（
非
自

発
的
な
失
業
）
で
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
る
人
（
加
入
中
の
人
）
に
対
す
る
保
険
税
の

軽
減
措
置
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
対
象
は
、
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
の
非
自
発

的
失
業
者
で
雇
用
保
険
受
給
者
の
人
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
対
象
要
件
の
一
部
見
直
し
（
６
月
）

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
非
該
当
だ
っ
た
人
で
も
該
当

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
要
件
な
ど
を
確
認

の
う
え
市
役
所
税
務
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
次
ペ
ー
ジ
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
該
当
す
る
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

〈
見
直
さ
れ
た
点
〉

　
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
で
、
次
の
よ
う
な

人
が
新
た
に
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

・
リ
ス
ト
ラ
後
、
再
就
職
し
た
会
社
な
ど
を
自
発

的
・
非
自
発
的
に
退
職
し
、
再
離
職
に
つ
い
て

の
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
が
生
じ
な
か
っ
た
が
、

そ
の
前
の
離
職
に
係
る
国
保
税
軽
減
対
象
期
間

内
の
人

〈
要　

件
〉

①
離
職
に
よ
り
平
成
22
年
4
月
1
日
以
降 

山
鹿

　

市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
（
ま

　

た
は
加
入
し
て
い
た
人
）

②
離
職
日
の
翌
日
に
お
い
て
64
歳
以
下
の
人

③
離
職
の
理
由
が
非
自
発
的
（
リ
ス
ト
ラ
な
ど
）

　

の
人
※
次
の
離
職
は
自
発
的
で
も
可

④
前
回
あ
る
い
は
今
回
の
離
職
が
平
成
21
年
3

　

月
31
日
以
降
の
人

⑤
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
で
「
離

　

職
理
由
」
欄
に
次
の
番
号
の
記
載
の
あ
る
人

　

11　

解
雇

　

12　

天
災
な
ど
等
の
理
由
に
よ
り
事
業
の
継

　
　
　

続
が
不
可
能
に
な
っ
た
事
に
よ
る
解
雇

　

21　

雇
止
め
（
雇
用
期
間
３
年
以
上
の
雇
止

　
　
　
　
　
　
　

め
通
知
あ
り
）

　

22　

雇
止
め
（
雇
用
期
間
３
年
未
満
更
新
明

　
　
　
　
　
　
　

示
あ
り
）

　

23　

期
間
満
了
（
雇
用
期
間
３
年
未
満
更
新

　
　
　
　
　
　
　
　

 

明
示
な
し
）

　

31　

事
業
主
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
る
正
当

　
　
　

な
理
由
の
あ
る
自
己
都
合
退
職

　

32　

事
業
所
移
転
な
ど
に
伴
う
正
当
な
理
由

　
　
　

の
あ
る
自
己
都
合
退
職

　

33　

正
当
な
理
由
の
あ
る
自
己
都
合
退
職

　

34　

正
当
な
理
由
の
あ
る
自
己
都
合
退
職

　
　
　
（
被
保
険
者
期
間
12
ヶ
月
未
満
）

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉

　
申
請
の
際
に
は
、次
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
①
国
民
健
康
保
険
証　

②
雇
用
保
険
受
給
資

　

格
者
証　

③
み
と
め
印　

な
ど

国保税軽減

会社 (A)
( 前の会社 )

( 国保加入の場合 )

←国保加入か任意継続→ 会社 (B)
( 次の会社 ) ←　国保加入→　→　→

※今回の見直しで該当
○

A の離職に係る軽減対象期間 ( 離職日の翌日の属する年度の翌年度末まで )

▲
平成22年3月31日以降の離職
※非自発的退職の理由であること
　(A)の離職について雇用保険の受給

▲
非自発か自発的離職
※(B)の離職について雇用保険の受
　給資格発生せず

【イメージ図】

○

非
自
発
的
失
業
者
の
国
保
税
軽

減
対
象
者
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た



9　2010.8.1　広報やまが

軽減措置該当／非該当　チェックシート

離職日は平成 21 年３月 31 日以降ですか？

離職時点で６４歳以下でしたか？

雇用保険受給資格者証をお持ちですか？

その資格者証の「12 離職理由」または「⑬離職年月日理由」
欄は次のいずれかの番号ですか？
11・12・21・22・23・31・32・33・34

前回あるいは今回の離職の理由は非自発的（倒産・リス
トラなど）でしたか？

離職により平成 22 年４月１日以降 国民健康保険に加入
していますか（または加入していましたか）？

その後、再就職により被用者保険（社会保険など）に加
入されましたか？

再就職先を離職（自己都合含む）され国民健康保険に加
入されましたか？

軽減措置の対象と思われますので、次の書
類などをお持ちのうえ、市役所税務課にご
相談ください。
① 国民健康保険証　
② 雇用保険受給資格者証　
③ みとめ印　④ その他関係書類

軽減措置の対象と思われますので、次の書類などをお
持ちのうえ、市役所税務課にご相談ください。
① 国民健康保険証
② 雇用保険受給資格者証（非自発分）
③ 雇用保険被保険者離職票（再就職分）
④ みとめ印　⑤ その他関係書類

該当しません

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

該当しません

該当しません

該当しません

該当しません

該当しません

該当しません

問い合わせ …国民健康保険証については、
　　国保年金課　☎４３−１５２７

　　　　　　　国民健康保険税については、
　　　　　　　　税務課　☎４３−１１２０

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ
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　「地域を花でいっぱいにしたい」と花いっぱい運動に取り
組んでいる菊鹿中学校の生徒たちが、歴史公園鞠智城の温
故創生館の来館者に花苗を配布してほしいと 1,000 株を同
施設に届けました。
　同中学校は毎年、種から育てた花苗を各公共施設などに
届けています。贈呈式では生徒会の髙木正信整備委員長が
「全生徒で種から１万株の花苗を愛情いっぱいに育てた」と、
温故創生館の職員に渡しました。その後、生徒自身も来館
者に「植えてください」と手渡していました。

▼早く国営化になるといいですね。ころうくんも応援にきました

花いっぱいの地域になるといいね
　…歴史公園鞠智城（菊鹿）　　　　　　　　　７月１日

　方保田東原遺跡近くの水田で、赤米・黒米（古代米）の田
植え体験教室がありました。当日は時折雨の降るあいにくの空
模様でしたが、雨具を着た 60 人の参加者は遺跡応援団メン
バーの指導で、一生懸命古代米の苗を植え付けていました。
　田植えの後は地元ボランティアの手作り弁当をおいしくいただ
きました。参加した子どもたちは「途中で雨が強くなったけどが
んばったよ。刈り取りにも来たい」「田んぼでカエルを見つけた」
と楽しそうでした。水田は方保田交差点の南西側にあり、秋に
は道路からも色づいた古代米が見られそうです。

▼おいしいお米ができるかな

たいけん昔の米づくり !!
　…赤米・黒米(古代米)栽培体験教室（山鹿）　 6 月 26 日

大きいニジマスとヤマメが釣れたよ　
…おどし山荘が内田小 2 年を招待 ( 菊鹿 )　　 ６月 24 日
　地元で釣りや塩焼きを楽しんでもらおうと、矢谷渓谷に
あるおどし山荘（渡辺菊次オーナー）が、内田小学校２年
生８人を招待しました。
　「子どもたちから日記や絵が届くのですよ。それがうれし
い」と渡辺オーナー。子どもたちは、ニジマスとヤマメの
違いを学び、早速、釣りへ。「大きい」「ヤマメはなかなか
つれない」と子どもたち。早々と釣った早田大祐くんは、
「釣った魚を捕まえるのが楽しかった」とニッコリ。「命を
食べていることを自覚して」と調理にも挑戦し、塩焼きに
してもらいお腹いっぱい食べ、思う存分楽しみました。

▲ヤマメ釣りに挑戦中の子どもたち

充実した生活は、やはり「お口の健康」から
　…歯の無料検診（山鹿）　　　　　　　　　　６月５日
　お口の健康が第一と、歯の衛生週間に合わせて、鹿本郡
市歯科医師会（原賀滋久会長）が、無料の歯科検診・相談・
フッ素塗布・ブラッシング指導などを鹿本生涯学習・健康
センターひだまりで行い、幼児から成人、高齢者まで幅広
い年代の 134 人が来場しました。
　あまりの多さに、無料検診は急きょ会場を変更。また、
相談会やフッ素塗布、ブラッシング指導には行列ができ、
参加者の関心の高さが分かりました。スタッフは、歯の模
型を使い、来場者に丁寧に優しく指導していました。歯は
大事にしましょうね。　

▲歯科検診を受ける子どもたち
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◆寄附お礼（山鹿市に）◆
　7月 16 日、社団法人九州建設弘済会（熊谷
恒一郎理事長）より 150 万円のご寄附をいた
だきました。
　この寄附は市の防災資材の整備などに活用
させていただきます。

親子のきずなを深める絵本♪
　…ブックスタート・プラス事業　　　  　　　７月６日

　市では県内初となる、１歳半健診時にも絵本の読み聞か
せや配布を行う「ブックスタート・プラス事業」を始めま
した。
　これは乳幼児健診（３、４ヶ月健診）時に行っている「ブッ
クスタート事業」を拡大したもので、絵本を通じて親子の
きずなを深め、子どもの読書のきっかけにすることを目的
にしています。
　当日は鹿本図書館司書による読み聞かせや、絵本を２冊
と絵本ガイドなどをプレゼント。受け取った子どもたちは
みな笑顔で目を輝かせていました。

▲どの絵本にしようかなぁ♪

◆寄贈お礼（山鹿市に）◆
　7月７日、画家の河上導道（かわかみよし
みち）さん（福岡県大牟田市在住）から「ま

つりの日」の絵画
を寄贈いただきま
した。
　この寄贈は市の
芸術文化および観
光振興のために活
用させていただき
ます。
　市役所ロビーに展
示しています。

　映画「おくりびと」の脚本家で放送作家の小
こやまくん ど う

山薫堂さん
（天草市出身）が、九州新幹線新の全線開業にむけて、利用
客を県北３地域でもてなすために、地域の魅力についてア
ドバイスをするための素材を探しに、山鹿市を訪れました。
　小山さんは熊本県の「新幹線元年事業アドバイザー」と
して「くまもとサプライズ」を提案されています。
　当日は、豊前街道を惣門から出発。下町惣門会（坂梨文
夫会長）の案内で、途中米せんべいづくりを体験し、人力
車に乗って八千代座へ。八千代座では舞台に立って熱心に
説明を聞いていました。

▲自分で焼いたせんべいに大満足の小山さん

やまがサプライズ !!
　…九州新幹線玉名・鹿本・菊池地域推進本部　7 月 14 日

▼生産者を囲んで給食を食べる子どもたち

野菜がおいしいから残さず食べているよ
　…農家が鹿北中学校で給食体験（鹿北）　  ７月 16 日

　作った野菜を学校に納入している小栗館出荷協議会会員
の中の 15 人が、鹿北中学校で給食体験をしました。
　この日は、熊本で採れた食材を使った味を巡る県下の学
校一斉の「ふるさと熊産デー」。テーマは、八代の味。ご飯、
い草そうめん、すみそ和え、れんこんのはさみ揚げで、野
菜は、もちろん鹿北産。１年生の中尾雅史くんは、「トマト
が甘くておいしい。いつも残さず食べています」。また「鹿
北の果物がおいしい」と稲葉智士くん。協議会員の溝上慶
子さんも「おいしいと食べてくれた。野菜づくりがんばり
ます」とうれしそうに話しました。



広報やまが　2010.8.1　12

　「
景
気
が
厳
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ
、
新
し
い

挑
戦
を
し
た
い
」。
両
親
と
と
も
に
年
間
50
種

類
以
上
の
野
菜
な
ど
を
栽
培
し
、
直
売
所
な
ど

に
出
荷
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
特
に
人
気
が
高

か
っ
た
ニ
ン
ニ
ク
や
無
臭
ニ
ン
ニ
ク
。
そ
の
付

加
価
値
を
高
め
た
い
と
独
学
で
学
び
、『
黒
ニ

ン
ニ
ク
』を
完
成
さ
せ
た
。
黒
ニ
ン
ニ
ク
と
は
、

ニ
ン
ニ
ク
を
特
殊
な
方
法
で
乾
燥
、熟
成
さ
せ
、

実
だ
け
を
黒
く
な
る
ま
で
熟
成
さ
せ
た
ニ
ン
ニ

ク
の
加
工
品
。
現
在
、栄
養
分
析
を
済
ま
せ『
火

の
国
黒
ニ
ン
ニ
ク
』
と
し
て
発
売
し
て
い
る
。

　
販
売
サ
イ
ト
を
作
成
し
た
り
、
野
菜
ソ
ム
リ

エ
の
資
格
を
取
得
し
た
り
、
常
に
「
だ
れ
も
し

な
い
こ
と
」
へ
の
挑
戦
が
基
本
。「
農
業
は
父

母
た
ち
が
し
っ
か
り
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
山
鹿

で
栽
培
し
た
こ
だ
わ
り
野
菜
が
お
客
さ
ん
に
認

め
ら
れ
れ
ば
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
る
人

が
も
っ
と
評
価
さ
れ
る
は
ず
」
と
話
す
次
の
挑

戦
は
、
黒
ニ
ン
ニ
ク
の
山
鹿
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド

の
仲
間
入
り
だ
。

　「
農
産
物
は
、
種
を
蒔ま

い
た
ら
、
そ
の
ま
ま

育
つ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
実
際
、
や
っ

て
み
て
大
変
さ
が
分
か
る
。
農
業
を
し
て
い

る
年
配
の
方
の
強
さ
も
知
る
」。
親
か
ら
も

ら
っ
た
土
地
を
荒
ら
し
た
く
な
い
と
い
う
思

い
を
強
く
し
、
自
衛
隊
員
か
ら
農
業
大
学
校

で
の
研
修
を
経
て
農
業
へ
。
深
ネ
ギ
、
人
参
、

玉
ね
ぎ
、
根
菜
類
な
ど
の
露
地
野
菜
づ
く
り

を
し
て
い
る
。

　「
農
業
は
自
然
環
境
と
の
戦
い
。
自
分
で
は

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
部
分
も
難
し
い
」

と
話
す
一
方
、「
作
っ
て
も
売
れ
な
い
と
何
も

な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
実
物
を
持
っ
て
販
路

を
開
拓
し
ま
し
た
。
直
売
所
で
買
っ
て
く
れ

る
お
客
さ
ん
の
顔
を
見
る
と
、
何
よ
り
う
れ

し
い
」と
笑
む
。
大
学
校
で
の
仲
間
と
の
交
流
、

種
苗
屋
で
の
情
報
収
集
は
欠
か
さ
な
い
。「
常

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
」
と
話
す
次
の
挑

戦
は
、
落
花
生
づ
く
り
だ
。

　
山
鹿
市
は
農
林
業
の
市
で
も
あ
り
ま
す
。
平

成
21
年
度
か
ら
、
が
ん
ば
る
農
業
者
ま
た
は
何

か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
農
業
者
を
支
援
す
る
補

助
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

特
産
品
開
発
な
ど
に
取
り
組
む
人
を
支
援
す

る
「
元
気
い
き
い
き
地
域
再
生
事
業
」、
農
作

業
の
受
託
を
行
う
組
織
設
立
の
支
援
を
行
う

「
受
託
組
織
育
成
推
進
事
業
」、
販
路
開
拓
、
新

規
作
物
の
導
入
な
ど
に
取
り
組
む
組
織
や
個
人

の
支
援
、新
規
就
農
者
の
支
援
な
ど
を
行
う「
が

ん
ば
る
農
林
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
」
な
ど

で
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
地
域
を
応
援
す
る

農
村
集
落
活
性
化
支
援
事
業
も
始
め
ま
し
た
。

　

5
月
10
日
に
山
鹿
市
役
所
で
、
21
年
度
に
事

業
に
取
り
組
ん
だ
13
人
の
成
果
発
表
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
３
人
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ど
う
し
よ
う
か
と
悩
ん
で
い
た
時
に
、
事
業

が
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
」
と
、
支
援
事
業
も

好
評
で
し
た
。「
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、
が
ん
ば
る
ぞ
と
い
う
想
い

が
行
き
着
く
所
は
変
わ
ら
な
い
。
今
後
も
支
援

し
て
い
き
た
い
」
と
農
林
部
。
今
年
も
、
ど
ん

な
挑
戦
が
始
ま
る

か
楽
し
み
で
す

ね
。
現
在
、
22
年

度
を
二
次
募
集
を

し
て
い
ま
す
。

農業に挑戦　髙木健治さん

黒ニンニクづくりに挑戦　大嶋武志さん

●
土
地
を
守
り
た
い
気
持
ち
が
生
ん
だ

　
農
業
人
生

●
だ
れ
も
し
な
い
こ
と
へ
の
挑
戦
に

　
目
が
離
せ
な
い

●がんばる農林業チャレンジ支援事業の1年目の成果発表会

●
応
援
し
ま
す
、
あ
な
た
の
挑
戦
。農産加工品開発に挑戦　バンブードリーム

●
消
費
者
の
声
を
形
に
し
生
み
出
す

　
農
産
加
工
品
の
数
々

　「
加
工
品
を
開
発
す
る
時
は
、
何
を
作
ろ
う

か
、
と
考
え
て
い
る
時
か
ら
楽
し
い
」
と
話
す

代
表
の
古
田
美
生
子
さ
ん
。
竹
製
品
を
作
り
た

い
と
弓
掛
啓
子
さ
ん
と
平
田
湛
子
さ
ん
と
結
成

し
た
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
が
、
い
つ
し
か
農
産
加

工
の
開
発
に
。
雑
穀
甘
酒
、
三
色
い
き
な
り
だ

ん
ご
、
桑
茶
、
わ
ら
づ
と
納
豆
な
ど
、
す
で
に

直
売
所
を
代
表
す
る
開
発
商
品
も
多
い
。
現
在

は
、
全
国
的
に
見
直
さ
れ
て
い
る
米
粉
の
加
工

に
も
、
い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
加
工
だ
け
で
な
く
、
農
産
物
を
提
供
し
、
鹿

央
町
加
工
協
議
会
に
加
工
を
お
願
い
し
、「
ア

ピ
オ
ス
か
り
ん
と
う
」
の
商
品
も
完
成
し
た
。

「
い
ろ
い
ろ
な
人
の
力
が
重
な
っ
て
一
つ
の
商

品
が
生
ま
れ
る
」
と
古
田
さ
ん
。
か
り
ん
と
う

は
、
月
に
一
度
、
福
岡
市
内
で
開
い
て
い
る
販

売
会
で
も
大
好
評
だ
っ
た
。「
地
元
で
は
知
ら

れ
て
い
な
い
ア
ピ
オ
ス
が
、
福
岡
で
は
栄
養
価

が
高
い
と
大
人
気
で
」
と
弓
掛
さ
ん
。
常
に
消

費
者
の
声
を
直じ

か

に
聞
き
な
が
ら
商
品
開
発
を
し

て
い
く
の
が
モ
ッ
ト
ー
と
話
す
グ
ル
ー
プ
の
次

の
挑
戦
は
栗
の
加
工
。
栗
大
福
の
商
品
化
だ
。
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♥
かがやきかがやき
思いやりあふれる笑顔

日　時▷８月 25 日㈬
　　　　午前 10 時〜午後３時
場　所▷鹿本親和荘（鹿本地区）
相談員▷法務局山鹿支局職員
　　　　人権擁護委員

人権啓発課☎ 43-1199・企画課男女共同参画推進室☎ 43-1114
社会教育課☎ 43-1651

「ワーク・ライフ・バランス」とは、仕事と生活の調和を意
味するもので、働きながら、私生活も充実させられるように職
場や社会環境を整えることをさします。
　仕事は、暮らしを支え、生きがいや喜びをもたらすもので
すが、仕事と生活の間で問題を抱える人が多く見られます。
　日本では、女性の約７割が第１子出産後の半年間で離職
するなどワーク・ライフ・バランスのための環境づくりが遅れ
ています。
　仕事と生活のバランスを整えることは、皆さん一人一人が
望む生き方が出来る社会の実現にとって必要不可欠です。皆
さんも一度そのあり方を考えてみませんか。

企画課男女共同参画推進室

第１回　この言葉の意味教えて！

「ワーク・ライフ・バランス」てなあに？

特設人権相談所の開設

第39回熊本県人権教育研究大会山鹿大会の開催
①日時▷平成 22 年 10 月 16 日㈯〜 17 日㈰
②場所▷山鹿市総合体育館　他 17 会場
　　　　　今、山鹿大会の地元テーマを募集しています。
　　　　　詳しいことは、下記までお問い合わせください。
③募集期間▷平成 22 年 8 月 1 日㈰〜 16 日㈪まで
　　　　　　 問い合わせ …教育委員会　社会教育課
　　　　　　　　　　　　　人権教育係　☎ 43-1651

問い合わせ…法務局山鹿支局　☎ 44-2411
　人権啓発課  ☎ 43-1199

　
山
鹿
市
で
は
、
山
鹿
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
（
や
ま
が
笑
福
券
）
取
扱
店
の
中

で
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
組
を
行
う
店
舗
を

「
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
」と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
で
き
る
地
球
に
や
さ
し
い
取
組

の
第
一
歩
と
し
て
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し

エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
で
買
い
物
を
す
る
こ
と
か
ら

は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
！

「
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
」
の
取
組
内
容 

・
レ
ジ
袋
削
減

・
マ
イ
バ
ッ
グ
利
用
促
進

・
ト
レ
ー
の
回
収

・
エ
コ
マ
ー
ク
商
品
の
販
売

・
簡
易
包
装
の
促
進　

な
ど

「
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
」
と
は
？

　
山
鹿
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
（
や
ま
が

笑
福
券
）
取
扱
店
の
中
で
、
16
項
目
の
環
境

に
配
慮
し
た
取
組
の
う
ち
、
４
項
目
以
上
の

取
組
を
実
践
す
る
店
舗
。

環境だより環境だより

この登録証が目印です

「
く
ま
も
と
・
み
ん
な
の
川
と
海

づ
く
り
デ
ー
」
の
開
催
に
つ
い
て

　
ふ
る
さ
と
の
き
れ
い
な
川
や
海
を
健
全

な
姿
で
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
、
熊
本
県

下
一
斉
に
「
く
ま
も
と
・
み
ん
な
の
川
と
海

づ
く
り
デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
山
鹿
市
で
も
、
菊
池
川
・
吉
田
川
、
岩
野

川
、
上
内
田
川
に
分
か
れ
て
河
川
美
化
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
▽
８
月
29
日
㈰
・
雨
天
中
止　

　
　
　
午
前
７
時
20
分
～（
１
時
間
程
度
）

会
場
▽

　
①
菊
池
川
・
吉
田
川
（
山
鹿
市
民
ス
ポ
ー

　
　
ツ
セ
ン
タ
ー
裏
の
河
川
敷
）

　
②
岩
野
川
（
幸
の
国
健
康
館
ゆ
～
か
む
）

　
③
上
内
田
川
（
水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と

　
　
第
二
駐
車
場
）

　
①
～
③
の
会
場
の
う
ち
、
都
合
の
よ
い
場

　
所
に
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

必
要
な
も
の
▽
帽
子
・
タ
オ
ル

　
※
軍
手
、
ご
み
袋
、
ご
み
ハ
サ
ミ
な
ど
は

　
　
用
意
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
環
境
課　

☎
43
‐
７
２
１
１

地
球
に
優
し
い

エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
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が
７
・
５
％
、
モ
ミ
ジ
バ
フ
ウ
が
５
・
４
％
で
、

そ
の
他
は
５
％
未
満
の
産
出
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
植
物
群
の
特
徴
は
現
在
の
冷

温
帯
の
落
葉
広
葉
樹
林
に
属
す
る
も
の
（
イ

ヌ
シ
デ
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ニ
レ
、
ケ
ヤ
キ
、

エ
ノ
キ
や
モ
ク
レ
ン
の
仲
間
、
イ
タ
ヤ
カ
エ

デ
、
ヘ
ラ
ノ
キ
な
ど
）
と
暖
温
帯
の
常
緑
広

葉
樹
林
に
属
す
る
も
の
（
シ
ラ
カ
シ
、
ク
ス

ノ
キ
、
カ
ゴ
ノ
キ
、
ケ
ン
ポ
ナ
シ
）
が
混
在

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
上
述
の
星
原
植
物
化

石
群
（
26
科
44
属
56
種
）
で
は
ブ
ナ
の
産

出
が
45
％
を
占
め
て
、
そ
の
構
成
種
の
多
く

が
冷
温
帯
の
落
葉
広
葉
樹
林
に
属
し
て
い
る

の
で
、
相
良
植
物
化
石
群
の
方
が
い
く
ぶ
ん

温
暖
な
要
素
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
３
～

４
０
０
万
年
前
の
植
物
化
石
で
す
が
、
地
層

が
形
成
さ
れ
た
順
序
で
は
星
原
層
が
相
良
層

よ
り
少
し
古
い
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

星
原
層
の
時
期
か
ら
相
良
層
の
時
期
に
か
け

て
気
候
が
温
暖
化
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
紹
介
者
：
山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
家
　
修
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
山
鹿
市
山
鹿
）

連載第 58回

　
昨
年
11
月
21
日
、
冨
田
克
敏
先
生
（
現
在
、

ふ
る
さ
と
や
ま
が
大
使
）
主
宰
の
自
然
塾
に

長
谷
義
隆
先
生
（
元
熊
本
大
学
理
学
部
教
授
）

と
私
が
講
師
と
し
て
参
加
し
、
自
然
塾
生
お

よ
そ
40
人
の
案
内
を
務
め
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
菊
鹿
町
相
良
山
で
植
物
化
石
を

探
し
て
、
３
～
４
０
０
万
年
前
の
菊
池
川
流
域

付
近
の
自
然
環
境
を
想
像
し
よ
う
」
で
す
。

　
当
日
は
、
16
の
地
点
で
地
層
や
地
表
の
様

子
を
観
察
し
、
予
定
し
て
い
た
相
良
植
物
化

石
が
産
出
す
る
崖が

け

に
到
達
す
る
と
、
自
然
塾

生
た
ち
は
喜
び
勇
ん
で
発
掘
に
取
り
掛
か
り

ま
し
た
。

　
相
良
植
物
化
石
は
噴
火
の
合
間
に
で
き
た

水
た
ま
り
に
堆
積
し
た
シ
ル
ト
や
砂
の
中
に

植
物
の
葉
や
実
が
運
び
込
ま
れ
、
埋
も
れ
て

化
石
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
と
よ
く
似
た
植
物
化
石
は
相
良
か
ら

約
６
㎞
北
の
鹿
北
町
椎
持
の
星
原
層
か
ら
も

産
出
し
、星
原
植
物
化
石
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
相
良
植
物
化
石
は
14
科
20
属
25
種
が
知
ら

れ
、
そ
の
う
ち
で
ク
ヌ
ギ
が
最
も
多
く
41
・

7
％
、
次
い
で
フ
ジ
が
21
・
9
％
、
コ
ナ
ラ

菊
池
川
自
然
塾

　
平
成
21
年
度
公
開
菊
池
川
流
域

　
　
自
然
観
察
・
学
習
会
に
参
加
し
て

（
菊
鹿
町
相
良
山
の
植
物
化
石
）

無
料
配
布
で
人
を
集
め
て
高
額
商

品
を
売
り
つ
け
る
手
口
に
注
意
！

【
相
談
事
例
】

　
近
所
で
「
鍋
な
ど
の
日
用
雑
貨
を
無
料
で
配
布
中
」

な
ど
と
勧
誘
さ
れ
た
。
会
場
で
は
商
品
が
無
料
で
配

ら
れ
、
最
後
に
「
病
気
が
治
る
敷
き
マッ
ト
６
万
円
を

３
万
５
千
円
で
販
売
。
早
い
者
勝
ち
」
と
言
わ
れ
購

入
し
た
が
、冷
静
に
な
る
と
高
す
ぎ
る
買
い
物
だ
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
商
品
の
無
料
配
布
を
口
実
に
販
売
目
的
を
隠
し
た

　
ま
ま
、
高
齢
者
な
ど
を
会
場
（
空
き
店
舗
や
団
地

　
の
一
室
）
に
誘
い
込
ん
で
い
ま
す
。
会
場
で
は
商
品

　
を
無
料
で
配
布
し
、
得
し
た
気
分
に
さ
せ
て
最
後

　
に
高
額
な
健
康
器
具
、
健
康
食
品
、
布
団
な
ど
を

　
売
り
つ
け
る
Ｓ
Ｆ
商
法（
催
眠
商
法
）の
手
口
で
す
。

●
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可
能
で
す
。

●
「
格
安
」「
無
料
」
な
ど
と
誘
わ
れ
て
も
、
安
易

　
に
会
場
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
悪
質
商
法
に
あ
っ
て
も
一
人
で
悩
ま
ず
、
消
費
生

　

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

…
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
山
鹿
市
役
所
商
工
課
内
）

　
　
　
　
☎
43
‐
１
４
１
３

　
　
　
　
　
　 

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

問
い
合
わ
せ

▲冨田克敏先生

▲長谷義隆先生と自然塾生

▲菊鹿町相良山の植物化石産地

▲化石採集の様子
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夏
と
い
え
ば
…
そ
う
花
火
で
す
ね
!!
花
火
は
楽
し
い
も

の
で
す
が
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と
火
災
に
な
っ
た
り
火や

け
ど傷

を
す
る
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

～
花
火
に
よ
る
火
災
や
事
故
を
防
止
す
る
ポ
イ
ン
ト
～

　

①
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
は

　
　

行
わ
な
い

　

②
風
が
強
い
日
に
は
花
火
を
行
わ
な
い

　

③
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
。
大
人
と
一
緒

　
　
に
遊
び
ま
し
ょ
う

　

④
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
終
わ
っ
た
花
火
は
完
全
に
消
火
し

　
　

ま
し
ょ
う

　

⑤
た
く
さ
ん
の
花
火
を
、
一
度
に
つ
け
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

⑥
花
火
の
取
り
扱
い
説
明
書
を
き
ち
ん
と
読
み
ま
し
ょ
う

　
花
火
に
よ
る
火
災
や
事
故
は
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
花
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
安
全
に
楽
し
く

遊
び
ま
し
ょ
う
。

広域消防本部…
山
鹿
消
防
署(

総
務
課
・
予
防
課) 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
９
４ 

　
山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
☎
32
‐
２
５
７
４

　
山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
　
☎
46
‐
２
３
８
２

問
い
合
わ
せ

新着図書ピックアップ

月の恋人　　　    
道尾　秀介／著　新潮社

　冷徹にビジネスを成功させる青年社長・葉月蓮
介が、夜の上海で巡り会った女。ありえない二人
の物語は、美

び ぼ う

貌の中国人モデルや、部下の社員ら
を巻き込み予測不能の展開に…。最高潮の作家が
贈る眩いラブストーリー。

　父の遺骸を前にして泣く自分に「武士の子なら泣く
なっ」と怒鳴った幼い少年の姿。作法も知らぬまま、
ただ刀を合わせて刎

ふ ん け い

頸の契りを交わした十四の秋。
それから。竹馬の友・磯貝彦四郎の不遇の死を知っ
た国家老・名倉彰蔵は、その真相を追う。 「永遠の０」
「ボックス！」「風の中のマリア」「モンスター」、一作
ごとに読者を驚かせてきた百田尚樹の最新作。

影法師
百田　尚樹／著　講談社

催しスケジュール
山鹿市中央公民館図書室
・おはなし会
　日時▷８月25日㈬　午後２時30分から
山鹿市鹿本図書館
・おはなし会
　日時▷８月７日㈯・14日㈯・21日㈯
　　　　　　28日㈯　午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
　日時▷８月３日㈫・10日㈫・17日㈫
　　　　　　24日㈫　午前11時から
・プレママタイム（妊婦対象）
　日時▷８月３日㈫・10日㈫・17日㈫
　　　　　　24日㈫
　　　　　　　　　午前10時45分から

今月の休館日
山鹿市中央公民館図書室
　▷８月30日㈪
山鹿市鹿本図書館
　▷８月２日㈪・９日㈪・16日㈪
　　　　　23日㈪・30日㈪・31日㈫
鹿北公民館図書室
　▷毎週月・土・日曜と祝日の
　　午後５時以降
　　（月曜日が祝日の場合終日休館）
　　（火〜金は午後８時まで開館）
菊鹿公民館図書室
　▷年末・年始
鹿央公民館図書室
　▷毎週土曜・日曜・祝日

《今月は山鹿市菊鹿公民館図書室から》

花
火
に
よ
る

　

火
災
や
事
故
を
防
ご
う

　朝鮮戦争のさなかの父と母とオジさんの話を
聞いて、ボクは衝撃を受けた。かれらの強

きょうじん

靱な
精神力と勇気、限界まで頑張った人間の姿に。
　家族の困難が問われる時代にむけて贈る、著
者渾身の力作小説。

お父やんとオジさん
伊集院　静／著　講談社

　
７
月
１
日
か
ら
12
月
28
日
ま
で
の
期
間
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
各
家
庭
へ
ア
ン

ケ
ー
ト
訪
問
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
平
成
23
年
6
月
1
日
ま
で
に
す
べ
て

の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
る
た
め
、
状
況
調
査
と
普
及
啓
発
を
行
う
も
の

で
す
。

　

身
分
証
を
携
帯
し
た
消
防
本
部
か
ら
の
調
査
員
が

お
宅
に
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
訪
問
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
!!
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ベビー＆マミービクス
　●日時　9月 7日（火）10:00 ～ 11:30
　●場所　ひだまり
　●対象　生後 2ヶ月～ 7ヶ月の
　　　　　赤ちゃんと母親
　※詳しくは各支援センター通信をご覧ください。　

園内あれこれ。ＭＹエコバッグを紹介します
　 

川辺幼稚園　☎４３−１１６５
　環境のことを考えて、親子で「エコバッグ」
をつくりました。栽培活動や園外に出かける
ときに大活躍中。楽しさも倍増��ＭＹバッグを
大切に使っています。皆さんも作ってみません
か。

山鹿子育て支援センター　☎ 43‐1270　鹿北子育て支援センター　☎ 32‐3194　菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐4660
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐2635　鹿央子育て支援センター　☎ 36‐2150　つどいの広場 (ぽかぽか・おさか童夢)　☎ 43‐1155
第一児童館 (石)　☎ 43‐1128　中央児童センター (山鹿)　☎ 44‐0057　児童センター (藤井)　☎ 46‐4441　鹿本児童館 (来民)　☎ 46‐4455

Vol.63

ぼくたちが作ったグリンピースの豆だんご、
とってもおいしいよ！！
　　　　　　　　　　　幼慈園　☎４６−２３６０
　幼慈園では、園で収穫したグリンピースを使って
毎年６月に豆だんごづくりをしています。食生活改
善グループの人たちに作り方を教えてもらい、みん
なで楽しく丸めてゆでて食べました。昔から伝わる
塩味だけの素朴なおやつが、子どもたちには新鮮で
大人気でした。
　お家の人にも、園で子どもたちが摘んで煎った手
作りのお茶と一緒にごちそうし、「家でも作ってみ
よう」と喜んでもらい、
子どもたちも得意気でし
た。食べ物が豊富すぎる
時代だからこそ、昔なが
らの素朴で手作りの味も
子どもたちに伝えていき
たいと思っています。

　 元
気
な

旬
の
野
菜
を

い
た
だ
こ
う

　年中元気な野菜はない。季節によるメリハリが、食
べる感動を生む。食べない時期があるから元気でおい
しく安い時期にたくさん食べられる。
　トマト、ナス、ピーマン、きゅうり、オクラが真夏
のかんかん照りの下で元気な命たちです。
毎日たっぷり食べて夏に元気な体になろう！
　葉野菜もいただこう！
　夏とびっきり元気な葉野菜は、シソ、モロヘイヤ、
ツルムラサキ、ソバの茎葉。どれも家庭で簡単に育ち
ます（特にソバはお勧め）。キャベツ、レタスはこの時
期ではありません。
　　　（大地といのちの会　吉田俊道氏講演より）

高校生と赤ちゃんふれあい交流事業
　高校生と地域のお母さんや赤ちゃんがふれあい、
　命や子育ての大切さについて学ぶ交流事業です。
　●期間　７月～ 12月
　●場所　鹿本商工高校セミナーハウス
　※たくさんの子育て中の人の参加お待ちしています。
　詳しいことは、各児童館にお問い合わせください。
　

大自然の生命力とつながる食生活１７項目より

▲親子で制作中

園外に MY バッグ▶

材
料
は
、
小
麦
粉
・
塩
・
グ
リ
ン
ピ
ー

ス
だ
け
で
す
。
ご
家
庭
で
も
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
▼
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学 問訪校
小学校・中学校・高校の話題をお届け！

目指します！調理師免許取得、介護の
プロ（介護福祉士）

城北高校
　調理師免許の取得を目指している本校の生徒たちは、その
夢を実現するために専門教科・調理実習などを通して知識や
調理技術の習得に日々努力しています。
　調理実習では、日本料理・西洋料理・中国料理などを学び
ますが、食材や調味料、調理器具などは、それぞれの食文化
を反映した特徴があり、驚きと納得を繰り返しながら、それ
らの習得に励んでいます。また、プロの調理師をまじえた調
理コンクールなどにも積極的に参加し、創作料理に取り組ん
でいます。さらに、地元の食材を活用した商品開発などにも
取り組み、山鹿市の行政当局からも大変期待されています。

　本校の社会福祉科は、全国で２番目に設置された介護福
祉士養成課程であり、これまでに 660 人の卒業生を送り出
しています。
　介護福祉士は、通常 1年に 1回行われる国家試験に合格
しなければ取得できない国家資格です。その取得を目指し
て生徒たちは、専門教科・介護実習などに積極的に取り組
んでいます。また、福祉の大切さ・魅力を広く知ってもら
うために、中学校を訪問して福祉に関わる体験活動の場を
提供しています。
　「自分が選んだ福祉の道は間違いではなかった」と、卒業
生の一人は後輩たちに熱く語っています。介護のプロ（介
護福祉士）を目指した不断の努力が日々展開されています。

『なかよく　なかよく　元気に　のびよう』

岩野小学校 ◀
保
育
園
児
～
６
年
生
ま
で
を
か
た
ど
っ

た
「
七
人
の
像
」

◀
調
理
師
を
目
指
し
ま
す

　岩野小学校では、元気で素直な子どもたちが第一の自慢
ですが、ほかに２つあります。
　まず１つ目は、正門を入るとすぐ仰ぎ見るローターリー
に建っている「七人の像」です。
　これは、昭和 45 年 12 月に地域の校区民の人たちが、当
時のお金で約 90 万円を寄贈して建立したものです。台座
の中には、岩野川から拾い上げた石に当時の子どもたち一
人一人が「将来の夢」を書いて、納めています。台座の表
には、「人類の恒久の平和と友情や努力」を意味する『な
かよく』、「身心ともに健康で調和のとれた人間の育成」を
めざして『元気に』、「未来を生きる喜びと創造性や希望に
向かって日々努力する子どもが育つ」ことを祈願して『の
びよう』、と地域の大人たちの願いとして標記の言葉が刻
まれています。それが『岩野の心』として今も受け継がれ
ています。
　２つ目は、本校の校歌です。野口雨情が、この鹿北の地
に立ち寄った時に本校の校歌を作詞され、昭和 16 年に制
定されました。今でも直筆の歌詞が校長室に飾られていま
す。未来を担う子どもたちが「岩野で学んでよかった」と
思えるように、学校・家庭・地域の連携で温かく育ててい
きたいと願っています。

◀
野
口
雨
情
自
筆
の
本
校
校
歌
の
歌
詞

▶
介
護
の
プ
ロ
を
目
指
し
ま
す

平成２３年度から看護科・看護専攻科を開設予定
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山
鹿
の
夏
の
風
物
詩
「
豊

前
街
道
参
勤
交
代
の
旅
」

に
声
援
を
�　
　
　
　
　
　

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
を
愛
す
る
会

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
を
愛
す
る
会

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ラ
ブ
主
催

の
参
勤
交
代
の
旅
も
、
今
年
で
７
回

目
を
迎
え
ま
す
。

　
１
年
生
～
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も

た
ち
約
百
人
が
、
南
関
町
か
ら
熊
本

城
ま
で
を
歩
き
ま
す
。

　
山
鹿
市
到
着
は
、
８
月
10
日
㈫
夕

方
で
、
宿
泊
地
は
山
鹿
市
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
で
す
。
出
発
は
、
11
日
㈬

午
前
７
時
で
す
。
山
鹿
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
…
Ｊ
Ｏ
Ｃ
理
事
　
小
川

☎
０
９
０
‐
５
７
４
７
‐
５
１
３
６

投
稿

ト
ヨ
タ
財
団「
地
域
社
会
プ
ロ

グ
ラ
ム
」助
成
事
業
採
択
記
念

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

●
鹿
本
商
工
高
等
学
校

　「
温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿
」
の
１
階
に
開

設
し
て
い
る
常
設
実
習
店
舗
「
か
ざ

ぐ
る
ま
」
で
の
生
徒
た
ち
の
活
動
を

と
お
し
て
山
鹿
の
中
心
市
街
地
活
性

化
を
支
援
す
る
取
り
組
み
が
、
今
年

度
の
ト
ヨ
タ
財
団
「
地
域
社
会
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
助
成
事
業
に
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
採
択
を
機
に
、
地
域
貢

献
の
一
環
と
し
て
、
著
名
な
専
門
家

に
よ
る
講
演
会
を
行
い
、「
ふ
る
さ
と

山
鹿
」
に
つ
い
て
、
再
認
識
す
る
と

と
も
に
、
地
域
活
性
化
の
一
助
と
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

本
校
教
育
の
説
明
と
日
ご
ろ
の
生
徒

の
学
習
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

記
念
講
演
会
に
ご
参
加
を

■
テ
ー
マ
「
地
域
再
生
と
活
性
化
及

び
学
校
の
役
割
」

■
講
師
　
水
津
陽
子
氏
（
合
同
会
社

フ
ォ
ー
テ
ィ
Ｒ
＆
Ｃ
代
表
、
地
域
再

生
、
観
光
振
興
な
ど
の
専
門
家
）

■
場
所
　
八
千
代
座
　

■
期
日
　
８
月
21
日
㈯

　
　
　
　
受
付
は
午
前
９
時
半
か
ら

※
記
念
講
演
、
生
徒
学
習
発
表
会
、

か
ざ
ぐ
る
ま
特
別
販
売
会
な
ど
入
場

無
料
で
す
。

■
日
程
　

９
時
半
～
　
講
演
会

　　　　

11
時
10
分
～
生
徒
学
習
発
表
会

12
時
40
分
～
学
校
説
明
会

申
し
込
み
方
法
　
８
月
６
日
㈮
ま
で
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

D
０
９
６
８
‐
42
‐
３
０
３
１

■
問
い
合
わ
せ

…
熊
本
県
立
鹿
本
商
工
高
等
学
校

　
☎
０
９
６
８
‐
46
‐
３
１
９
１
　

投
稿

投
稿

鹿
北
あ
や
す
ぎ
会
の
夏
休

み
木
工
教
室

●
道
の
駅
か
ほ
く
・
木
遊
館

　
あ
や
す
ぎ
会
は
、
鹿
北
町
の
大
工

さ
ん
で
作
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
そ
の

大
工
さ
ん
た
ち
の
本
格
的
指
導
の
も

と
、
大
人
が
、
ゆ
っ
く
り
と
腰
掛
け

る
こ
と
が
で
き
る
通
称
『
ら
く
ら
く

チ
ェ
ア
ー
』
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
す

べ
て
、
鹿
北
産
の
あ
や
杉
を
使
用
し

た
イ
ス
で
す
。
今
年
は
、
収
納
や
持

ち
運
び
に
も
便
利
に
、
折
り
た
た
め

る
タ
イ
プ
に
仕
上
げ
る
予
定
で
す
。

■
期
日
　
８
月
８
日
㈰

■
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
限
定
　
10
組
限
定
（
予
約
制
）

■
料
金
　
４
、５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
　
木
遊
館

☎
０
９
６
８
‐
32
‐
２
１
５
０

投
稿

投
稿

自
然
か
ら
お
ど
ろ
き
と
感
動
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
　
　
　

　
　

●
菊
池
川
自
然
塾

　
８
月
の
観
察･

学
習
会
の
お
知
ら
せ

■
期
日
　
８
月
21
日
㈯
　 

■
内
容

　「
上
内
田
川
の
生
き
物
た
ち
」の
観
察

午
後
１
時
～
５
時

　「
宵
の
明
星
と
月
」
の
観
望
会

午
後
７
時
～
９
時

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

事
務
局
　
九
州
文
化
財
研
究
所 

☎
０
９
６
‐
３
８
１
‐
２
２
６
７

D
０
９
６
‐
３
８
１
‐
２
２
９
９

菊
池
川
自
然
塾
連
絡
セ
ン
タ
ー(

冨
田)

☎
・
D 

46
‐
２
８
４
５

ケ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
箱
根
崎　

ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

●
ケ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
箱
根
崎

■
日
時
　
８
月
28
㈯
　
午
後
６
時
～ 

■
内
容
　
DO-

YO
組
コ
ン
サ
ー
ト
、
琉

球
國
祭
太
鼓
、
打
ち
上
げ
花
火
な
ど

■
場
所
　
ケ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
箱
根
崎

※
施
設
駐
車
場
は
会
場
に
な
り
ま
す
の

で
、
森
紙
業
臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
同
施
設 

☎
０
９
６
‐
２
７
４
‐
７
７
０
０

投
稿

夏
休
み
子
ど
も
体
験
〜
押

し
花
で
昆
虫
を
作
ろ
う
〜

　

●
菊
鹿
町
あ
ん
ず
の
丘

　
押
し
花
で
昆
虫
を
作
り
フ
レ
ー
ム
に

納
め
ま
す
。
こ
れ
で
、
夏
休
み
の
自
由

研
究
は
万
全
。

■
期
日
　
８
月
13
日
㈮
・
14
日
㈯

　
※
申
込
み
締
切
11
日
㈬
ま
で

■
時
間
　
10
時
～
正
午（
２
時
間
程
度
）

■
費
用
　
１
、０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
押
し
花

館
ホ
ー
ル
（
菊
鹿
町
あ
ん
ず
の
丘
）

　
☎
０
９
６
８
‐
48
‐
３
９
６
０
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June

８ 月

案内板
　 
お
知
ら
せ

市
税
・
国
保
税
の
納
期
と

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

　
8
月
31
日
㈫
は
、
市
県
民
税
第
２
期

お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
第
5
期
の
納

期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
の
人
は
残
高
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
8
月
の
夜
間
・
休
日
収
納
窓
口
】

夜
間
▽
8
月
27
日
㈮
・
30
日
㈪
～
31
日
㈫

　
　
　
午
後
５
時
半
～
8
時

休
日
▽
8
月
8
日
㈰
・
29
日
㈰

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
▽
本
庁
税
務
課

※
住
宅
使
用
料
・
上
下
水
道
料
・
保

育
料
・
介
護
保
険
料
な
ど
を
納
付
す

る
人
は
、
必
ず
納
付
書
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
税
務
課
収
納
係

　
☎
43
‐
１
１
４
４

農
林
部
補
助
事
業
の
申
請
受
付

　
が
ん
ば
る
農
業
者
や
何
か
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
農
業
者
を
支
援
す
る
補
助
事

業
の
二
次
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

【
農
林
企
画
課
】

○
元
気
い
き
い
き
地
域
再
生
支
援
事
業

　
加
工
品
開
発
、
特
産
品
消
費
拡
大
に

　
取
り
組
む
人
を
支
援
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
子
ど
も
手
当
が
始
ま
り
ま

し
た
。対
象
者
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
で
、

「
新
た
に
受
給
す
る
」
あ
る
い
は
「
対

象
と
な
る
子
ど
も
が
増
え
る
」
場
合
に

は
、
９
月
30
日
㈭
ま
で
に
申
請
が
必
要

で
す
。

　
期
限
を
過
ぎ
て
申
請
さ
れ
る
と
４
月

分
か
ら
の
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な

り
、
申
請
の
翌
月
か
ら
の
受
給
に
な
り

ま
す
。

　
対
象
世
帯
に
は
、
４
月
中
旬
に
申
請

書
な
ど
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
が
お
済
み
で
な
い
人
は
お
早
め

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
５
１
４

ま
た
は
、
各
総
合
支
所
　
市
民
生
活
課

子
ど
も
手
当
の
申
請
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

　
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
お
よ
び
農

用
地
区
域
へ
の
編
入
な
ど
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
申
し
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
限
▽
8
月
2
日
㈪
～
31
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
8
時
半
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　 （
土
・
日
を
除
く
）

　
※
除
外
お
よ
び
編
入
な
ど
に
は
、
法

律
に
基
づ
く
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
農
林
企
画
課

　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
５
３
２

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

変
更
申
出
書
の
受
付

【
農
林
振
興
課
】

○
受
託
組
織
育
成
推
進
事
業

　
農
作
業
の
受
託
を
行
う
組
織
の
設
立

　
を
支
援
し
ま
す
。

○
が
ん
ば
る
農
林
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

　
新
規
開
拓
、
新
規
作
物
な
ど
に
取
り

　
組
む
人
を
支
援
し
ま
す
。

受
付
期
限
▽
8
月
31
日
㈫
ま
で

※
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
農
林
企
画
課

　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
５
３
２

 　
　
　
　

  

…
農
林
振
興
課

　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
５
５
６

不
必
要
農
薬
（
産
業
廃
棄
物
）

を
回
収
し
ま
す

回収日時 地　　　区 回収場所

８月１０日㈫　
9：00 〜 16：00
※雨天の場合は
８月１1日㈬

山 鹿 管 内 山鹿営農センター
４３−０２３０

鹿 北 管 内 鹿北営農センター
３２−２７９０

菊 鹿 管 内 菊鹿営農センター
４８−３１３２

鹿本町管内 鹿本町営農センター
４６−４４７８

鹿 央 管 内 鹿央営農センター
３６−３７１３

　
回
収
料
金
は
、
持
参
さ
れ
た
量
に
よ

り
kg
あ
た
り
100
円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　国勢調査は、５年に１度、日本に
住んでいるすべての人を対象に、人
口、世帯、就業者からみた産業構造
などの状況を地域別に明らかにする
ために行われるもので、国の最も重
要な統計調査です。
　調査の結果は、高齢者の介護 ･医
療、若者の雇用対策、児童福祉、地

域の活性化など、私たちの暮らしの
さまざまな分野で役立てられます。
　９月下旬より、統計調査員が各世
帯を訪問して、調査票を配布します
ので、ご協力いただきますようよろ
しくお願いします。
問い合わせ …企画課
　　　　　　　☎４３-１１１４

10月１日、全国いっせいに国勢調査が実施されます
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提
出
書
類
が
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
の

で
、
通
知
書
を
確
認
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
届
出
が
な
い
と
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
付
日
時
▽
8
月
5
日
㈭
・
6
日
㈮

　
　
　
　  

午
前
９
時
～
午
後
7
時

※
母
子
家
庭
等
医
療
の
み
の
受
給
者
は
、

　
6
日
㈮
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
子
育
て
支
援
課

　
☎
43
‐
１
５
１
４

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

母
子
家
庭
等
医
療
の
更
新

地区名 受　付　場　所

山鹿地区 山鹿市役所 １階会議室

鹿北地区 鹿北総合支所 市民生活課

菊鹿地区 菊鹿総合支所 市民生活課

鹿本地区 鹿本総合支所 市民生活課

鹿央地区 鹿央総合支所 市民生活課

受付は、住まいの地区でお願いします。

ｊ
ｏ
ｂ 

ｎ
ａ
ｖ
ｉ 

２
０
１
０

学
生
等
面
接
会

　
新
卒
者
等
就
職
支
援
と
県
内
企
業
の

若
年
労
働
力
確
保
を
目
的
に
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▽
9
月
13
日
㈪
午
後
0
時
45
分
～

場
所
▽
興
南
会
館
（
熊
本
市
本
山
町
131
）

参
加
企
業
▽
50
社
（
予
定
）

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す

申
込
期
限
▽
8
月
13
日
㈮
ま
で

　
　
　
　（
管
轄
の
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

参
加
対
象
者
▽
大
学
（
院
）・
短
大
・

高
専
・
専
修
学
校
を
来
春
卒
業
予
定
の

就
職
見
未
内
定
者
お
よ
び
卒
業
後
お
お

む
ね
５
年
以
内
の
人
（
高
校
卒
業
予
定
者
は

対
処
と
し
ま
せ
ん
）

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す

問
い
合
わ
せ
…
熊
本
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
０
９
６
‐
２
１
１
‐
１
７
０
３

         http://w
w
w
.kplb.go.jp

 平 成 2 2 年 度 山 鹿 市 職 員 採 用 試 験
※願書は、山鹿市役所職員課で配布し
ます。持参または郵送（13 日消印有効）
により提出してください。
申し込み・問い合わせ…職員課
　　　　　　　　　　 ☎ 43‐１１１3

〒 861-0592 山鹿市山鹿 978

・幼稚園教諭（1人程度）　
　昭和 58 年４月２日以降生まれ
試験日▷ 9 月 19 日㈰
試験会場▷城北高等学校
応募締切▷ 8 月 13 日㈮
（土日を除く 8：30 〜 17：00）

職種▷
・一般事務（大卒・4人程度）　
　昭和５８年４月２日以降生まれ
・一般事務（高卒・2人程度）　
　平成元年４月２日以降生まれ
・保育士（1人程度）　
　昭和 58 年４月２日以降生まれ

　
国
土
交
通
省
で
は
、
将
来
の
交
通
計

画
を
立
て
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る

目
的
で
、
全
国
一
斉
に
自
動
車
の
利
用

実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
秋
ご
ろ
、
無
作
為
に
選
定
さ
れ
た
調

査
対
象
車
両
を
所
有
さ
れ
る
お
宅
に
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ…

国
土
交
通
省
九
州
整
備
局

　
　
　
　
　  

熊
本
河
川
国
道
事
務
所

　
☎
０
９
６
‐
３
８
２
‐
１
１
１
１

道
路
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　「
山
鹿
バ
ス
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
「
ゆ

め
タ
ウ
ン
光
の
森
」
間
の
臨
時
バ
ス

を
運
行
し
て
い
ま
す
。

運
行
日
▽
8
月
29
日
ま
で（
土
・
日
の
み
）

運
行
経
路
▽
山
鹿
バ
ス
セ
ン
タ
ー
～

（
来
民
バ
イ
パ
ス
経
由
）
～
植
木
三
丁
目

～
光
の
森

※
運
賃
等
詳
し
く
は
、お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

 
…
九
州
産
交
バ
ス
㈱
山
鹿
営
業
所

　
☎
44
‐
６
１
１
１

臨
時
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

　
相
　
談

　
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
を

行
い
ま
す
。

・
青
色
申
告
記
帳
相
談

・
相
続
税
、
贈
与
税
、
消
費
税
な
ど

そ
の
他
、
税
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん

な
相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
予
約
は
不

要
で
す
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
8
月
9
日
㈪

　
　
　
午
後
1
時
半
～
4
時
半
　

場
所
▽
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問
い
合
わ
せ

　
　
…
鹿
北
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　
☎
32
‐
３
１
１
１

無
料
税
務
相
談

　
住
基
ネ
ッ
ト
関
連
機
器
な
ど
の
更

新
作
業
の
た
め
、
住
基
カ
ー
ド
の
発

行
、
住
民
票
の
広
域
交
付
が
で
き
ま

せ
ん
。

日
時
▽
8
月
10
日
㈫
　
終
日

※
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
市
民
課

　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
６
９

住
基
ネ
ッ
ト
の
稼
働
停
止

年
金
出
張
相
談

　
年
金
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談
を

受
け
ま
す
。

　
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
印
か
ん

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

相
談
日
の
５
日
前
ま
で
に
電
話
で

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
▽
8
月
11
日
㈬
・
25
日
㈬

　
　
　
市
役
所
1
階
会
議
室

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

　
　（
正
午
～
午
後
1
時
を
除
く
）　

問
い
合
わ
せ
…
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
５
３
０

　
山
鹿
市
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
、6
月
下
旬
に「
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
個
別
に

送
付
し
て
い
ま
す
。
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限
▽
8
月
31
日
㈫
ま
で

問
い
合
わ
せ

…
介
護
保
険
課
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
０
７
７

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か
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社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る

心
配
ご
と
相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の

支
所
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
山
鹿
】

　

①
一
般
相
談
▽
8
月
6
日
㈮

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

　
②
司
法
相
談
▽
8
月
13
日
㈮

　
　（
多
重
債
務
・
成
年
後
見
関
係
）

午
前
10
時
～
正
午

　
③
心
の
悩
み
・
物
忘
れ
相
談

▽
8
月
20
日
㈮
要
予
約

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所
▽
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
社
協
本
所
・
山
鹿
支
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

　

①
一
般
相
談
▽
8
月
5
日
㈭

　
午
前
９
時
～
正
午

　
②
法
律
▽
8
月
19
日
㈭
要
予
約

午
前
10
時
～
正
午

場
所
▽
鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】　

　

①
一
般
相
談
▽
8
月
4
日
㈬

午
前
９
時
～
正
午

　
②
司
法
相
談
▽
8
月
18
日
㈬

　
　（
多
重
債
務
・
成
年
後
見
関
係
）

午
前
10
時
～
正
午

場
所
▽
菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
ひ
ま
わ
り
館
☎
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

　

①
一
般
相
談
▽
8
月
3
日
㈫

午
前
９
時
～
正
午

　
②
心
の
悩
み
・
物
忘
れ
相
談

▽
8
月
17
日
㈫
要
予
約

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所
▽
鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　
　
　
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

☎
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

　

①
一
般
相
談
▽
8
月
2
日
㈪

午
前
９
時
～
正
午

場
所
▽
鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
36
‐
３
８
１
１

問
い
合
わ
せ
…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
３
４

心
配
ご
と
相
談

　
認
知
症
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご

相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
専
門
相
談

日
を
設
け
ま
し
た
。
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
専
門
職
員
が
対
応
し
ま

す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

相
談
日
▽
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

　
　
　
　 

午
前
10
時
～
正
午

場
所
▽
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

…
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
‐
１
０
７
７

認
知
症
に
関
す
る
相
談

精
神
保
健
相
談

　
一
人
で
悩
ま
な
い
で
話
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
▽
8
月
12
日
㈭
（
要
予
約
）

　
　
　
午
後
2
時
～
4
時

場
所
▽
山
鹿
回
生
病
院

※
相
談
は
無
料
で
す
。
　

問
い
合
わ
せ
…
山
鹿
保
健
所

　
　
　
　
　
　
☎
44
‐
４
１
２
１

障
が
い
者
・
児
ふ
れ
あ
い
相
談

日
時
▽
第
２
・
４
火
曜
日

　
　
　
午
前
9
時
～
正
午

場
所
▽
菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
ひ
ま
わ
り
館
　

※
相
談
は
無
料
で
す
。
　

問
い
合
わ
せ

　
　
　
…
菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
44
‐
４
１
２
１

障
が
い
者
・
児
相
談

　

本
人
、
家
族
、
関
係
者
な
ど
、
ど

な
た
で
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
毎
週
水
曜
日

　
　
　
午
前
9
時
～
11
時
半
受
付

場
所
▽
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
相
談
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
…
い
き
が
い
推
進
課

　
　
　
　
　
☎
43
‐
０
０
５
２

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
長
期
に
わ
た
っ
て
仕
事
に
就
い
て
い

な
か
っ
た
り
、
悩
み
を
抱
え
て
社
会
に

出
る
こ
と
が
困
難
な
若
者
の
就
業
・
自

立
支
援
や
高
校
中
退
者
、
そ
の
お
そ
れ

が
あ
る
人
を
対
象
に
、
高
校
な
ど
と
連

携
し
て
校
内
で
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

お
よ
び
専
門
相
談
員
に
よ
る
自
宅
な
ど

へ
の
訪
問
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象
▽
お
お
む
ね
15
歳
～
40
歳
未
満
の

　
　
　
人
と
そ
の
家
族

開
所
日
時
▽
月
曜
～
土
曜

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
6
時

内
容
▽
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
　
　
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
　
　
高
校
中
退
者
等
個
別
相
談

※
利
用
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

…
た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

学
校
法
人
　
松
本
学
園
（
玉
名
市
中
48
‐
4
）

☎
０
９
６
８
‐
74
‐
０
０
０
７

キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

（
就
職
サ
ポ
ー
ト
相
談
）

　
県
で
は
、
就
職
希
望
者
の
た
め
の
就

職
サ
ポ
ー
ト
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

場
所
▽
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

内
容
▽
適
職
相
談
・
面
接
対
策
・
履
歴

　
　
　
書
作
成
方
法
な
ど

※
相
談
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
く
ま
も
と
県
民
交
流
館

パ
レ
ア
　
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐
２
２
２
４

 山鹿市立病院で管理栄養士・診療情報管理士を募集しています
試験会場▷山鹿市中央公民館
応募締切▷ 8 月 10 日㈫
処遇など▷経験者優遇
具体的な処遇などについては、総務課
までお問い合わせください。
問い合わせ…山鹿市立病院総務課
　　　　　　 ☎ 44‐2185（野田・高山）

E-mail:hp-soumu@city.yamaga.lg.jp

応募方法▷
受験申込書は、山鹿市立病院総務課
で配付または当院ホームページに掲
示しています。必要事項を記入後、
持参または郵送により提出してくだ
さい。
選考方法▷筆記試験（専門試験）・面接
試験日時▷ 8 月 21 日㈯ 8：30 集合

採用年月日▷平成 22 年 12 月 1 日
採用職種・採用予定人数▷
・管理栄誉士 2人
・診療情報管理士 1人　
応募資格▷
昭和 45 年４月２日以降生まれ
（管理栄養士の免許または診療情報
管理士の資格を有する人）　
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募

集

試
験
日
▽
10
月
17
日
㈰
午
前
9
時
半
～

試
験
会
場
▽
熊
本
大
学

受
験
料
▽
６
、０
０
０
円

申
込
期
間
▽
8
月
10
日
㈫
～
31
日
㈫

申
込
先
▽
熊
本
市
下
水
道
技
術
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
市
水
前
寺
６
丁
目
２
番
45
号
）

【
受
験
者
講
習
会
】

　

日
時
▽
10
月
1
日
㈮
午
前
10
時
～

　

会
場
▽
ア
ス
パ
ル
富
合
（
熊
本
市
）

　
費
用
▽
受
講
料
　   

3
、
０
０
０
円

　
　
　
　
テ
キ
ス
ト
代  

2
、
０
０
０
円

※
試
験
案
内
を
８
月
２
日
㈪
か
ら
下
水
道

課
で
配
布
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
…
下
水
道
課☎43

‐
1
１
９
８

　
　
　 平

成
22
年
度
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
生

資
格
▽
山
鹿
市
に
在
住
の
人
、ま
た
は
、

市
に
勤
務
・
在
学
の
人

会
場
▽
鹿
本
生
涯
・
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
ひ
だ
ま
り

申
込
期
間
▽
8
月
2
日
㈪
～
9
月
3
日
㈮

申
込
方
法
▽
中
央
公
民
館
お
よ
び
各
総

合
支
所
に
申
込
書
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
記
入
の
う

え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
持
参
可

※
申
込
要
項
、受
講
料
な
ど
詳
し
く
は
、

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

コース 内　　容 授　業 時　　間 期　　間

Ａパソコン入門 初心者向けに一連   
の操作を教えます

１０回
（20時間）

10：00 〜 12：00
（原則として月・水・金） 10/1 日㈮〜 25 日㈪

Ｂワード基礎 ワードの基本的活
用を教えます

１０回
（20時間）

14：00 〜 16：00
（原則として火・木） 10/5 日㈫〜 11/4 日㈭

Ｃワード基礎 ワードの基本的活
用を教えます

１０回
（20時間）

19：00 〜 21：00
（原則として火・木） 10/5 日㈫〜 11/4 日㈭

Ｄエクセル基礎 エクセルの基本的
活用を教えます

１０回
（20時間）

14：00 〜 16：00
（原則として水・金） 10/1 日㈮〜 11/5 日㈮

Ｅエクセル基礎 エクセルの基本的
活用を教えます

１０回
（20時間）

19：00 〜 21：00
（原則として水・金） 10/1 日㈮〜 11/5 日㈮

問
い
合
わ
せ
…
中
央
公
民
館

☎
43
‐
1
１
０
１

　
　
　

 平 成 2 2 年 度 山鹿植木広域行政事務組合消防士採用試験
※願書は、山鹿植木広域消防本部総務課、山鹿市役所職員課、
熊本市植木総合支所総務課で配布します。　　　　　　　　　
※消防本部のホームページからもダウンロードできます。　　
※持参または郵送（13 日消印有効）により提出してください。
申し込み・問い合わせ…山鹿植木広域消防本部総務課
　　　　　　　　　　 ☎４３‐１１９４

職種▷消防士（高校卒業程度）
　昭和 61 年４月２日〜平成 5 年４月 1 日
までに生まれた者
採用予定人数▷ 2 人程度
試験日▷ 9 月 19 日㈰
試験会場▷城北高等学校
応募締切▷ 8 月 13 日㈮まで

　
こ
の
制
度
は
、
地
域
に
お
け
る
消
防

防
災
力
の
強
化
と
、
消
防
団
活
動
に
対

し
て
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
事
業
所

な
ど
の
貢
献
を
社
会
的
に
評
価
す
る
た

め
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
協
力
事
業
所
と
し
て
認
定
さ
れ
た
事

業
所
な
ど
へ
は
、
市
か
ら
地
域
貢
献
を

表
示
す
る
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

証
」
を
交
付
し
ま
す
が
、
次
の
い
ず
れ

か
を
満
た
す
事
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

①
複
数
の
従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て

入
団
し
て
い
る
事
業
所

②
従
業
員
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
積

極
的
に
配
慮
し
て
い
る
事
業
所

③
災
害
時
な
ど
に
お
い
て
資
機
材
を
消

防
団
に
提
供
す
る
な
ど
の
協
力
を
行
っ

て
い
る
事
業
所

④
そ
の
他
消
防
団
活
動
に
協
力
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
消
防
防
災
体
制
の

充
実
強
化
に
寄
与
し
て
い
る
な
ど

※
申
請
書
は
、本
庁
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

…
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
1
１
１
７

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

申
請
書
の
受
付

表示証イメージ
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子
ど
も
日
本
舞
踊
教
室　
　

　
子
ど
も
日
本
舞
踊
教
室
の
生
徒
を
募
集

し
ま
す
。
基
礎
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
す

の
で
、
関
心
の
あ
る
人
は
お
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。　

練
習
日
時
▽
相
談
の
上
決
定
し
ま
す

講
師
▽
光
峰
千
瑛（
光
峰
流
家
元
師
範
）

場
所
▽
鹿
央
公
民
館

受
講
料
▽
無
料

※
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
鹿
央
教
育
分
室

　
　
　
　
　
　
☎
36
‐
２
１
８
３

市
奨
学
金
制
度

　

平
成
22
年
度
第
２
回
目
の
奨
学
金
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
資
格
▽

①
市
内
に
３
年
以
上
在
住
す
る
人
の
被

扶
養
者

②
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

な
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

③
学
業
成
績
が
優
秀
で
あ
る
こ
と

④
日
本
学
生
支
援
機
構
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
者
か
ら
奨
学
金
の
貸
与
ま
た
は

給
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

貸
付
金
額
▽

★
高
校
お
よ
び
専
修
学
校
高
等
課
程

　
　
国
公
立
・
・
月
額
１
５
、０
０
０
円

　
　
私
　
立
・
・
月
額
２
０
、０
０
０
円

★
大
学
お
よ
び
専
修
学
校
専
門
課
程

　
　
　
　
　
　
　
月
額
３
０
、０
０
０
円

※
貸
付
は
無
利
子
で
す
。

返
還
方
法
▽

・
貸
付
終
了
後
半
年
間
据
え
置
き

・
貸
与
期
間
の
２
倍
以
内
の
期
間
で
返
還

貸
付
期
間
▽
8
月
2
日
㈪
～
9
月
10
日
㈮

問
い
合
わ
せ
…
教
育
総
務
課

☎
43
‐
１
６
３
８

子
育
て
保
育
補
助
講
習
会

　
60
代
前
半
層
の
雇
用
・
就
業
や
社
会

参
加
を
目
的
と
し
た
、
子
育
て
保
育
補

助
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
師
▽
末
松
有
紀
子

日
程
▽
9
月
13
日
㈪
～
９
月
29
日
㈮

　
　
　
　（
う
ち
８
日
間
）

場
所
▽
山
鹿
隣
保
館

募
集
人
員
▽
20
人

講
習
内
容
▽
子
育
て
の
こ
こ
ろ
、
身
体
の

発
達
と
病
気
、
安
全
と
事
故
な
ど

申
込
期
限
▽
8
月
30
日
㈪
ま
で

問
い
合
わ
せ
…
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
44
‐
１
８
５
０

夏
野
菜
料
理
講
習
会

　

高
齢
者
を
対
象
に
、
夏
野
菜
料
理
全

18
品
を
、
各
班
に
分
か
れ
て
手
間
を
か

け
ず
に
お
い
し
く
作
り
ま
す
。

講
師
▽
古
家
征
子
（
シ
ル
バ
ー
会
員
）

日
時
▽
8
月
28
日
㈯
午
前
９
時

場
所
▽
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

募
集
人
員
▽
20
人

材
料
代
▽
４
０
０
円

申
込
期
限
▽
8
月
20
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ
…
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
44
‐
１
８
５
０

　
山
鹿
和
紙
に
つ
い
て
学
ぶ
講
演
会
、

紙
す
き
体
験
な
ど
全
６
回
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

期
間
▽
9
月
～
平
成
23
年
3
月
ま
で

内
容
▽
第
１
回
　
講
演
会

　
　
　
第
２
回
　
史
跡
め
ぐ
り

　
　
　
第
３
回
　
和
紙
工
芸
制
作
見
学

　
　
　
第
４
回
以
降
紙
す
き
体
験
、
楮

こ
う
ぞ

　
　
　
加
工
現
場
見
学
な
ど

対
象
▽
市
内
在
住
で
、
山
鹿
和
紙
に
興
味

　
　
　  
が
あ
り
、
毎
回
参
加
で
き
る
人

定
員
▽
20
人

参
加
費
▽
紙
す
き
体
験
（
実
費
）

申
込
期
限
▽
8
月
13
日
㈮
ま
で

※
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
商
工
課

　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
４
１
３

山
鹿
和
紙
探
訪
会
参
加
者

　
一
行
詩
「
い
の
ち
の
う
た
」
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

　
50
文
字
以
内
で
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
▽「
心
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
か
」

※
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

 

…
く
ま
も
と
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
‐
３
８
６
‐
０
３
３
７

い
の
ち
の
う
た
作
品
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プロのスタッフがお一人お一人のかなえた
いご要望に合わせてアドバイスいたします。
メーキャップやお肌に自信のない方でも分
かりやすくレッスンいたします。
お気軽にお立ち寄り下さい。

温泉プラザ山鹿３F ☎４３－３５３２ 営業時間AM10:00～PM8:00

自分にあっ
たメーキャップ＆スキンケアレッスンしてみませんか？

コスメティックとみた

＜資生堂化粧品・ディシラ＞

COSMETIC

〈 

有
料
広
告 

〉

【
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
科
】

対
象
▽
身
体
、
知
的
、
精
神

定
員
▽
８
人

期
間
▽
10
月
1
日
㈮
～
12
月
24
日
㈮

場
所
▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
わ
ら
び

（
熊
本
市
龍
田
町
弓
削
８
６
４
‐
１
）

内
容
▽
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
に
対

す
る
知
識
理
解
を
持
ち
介
護
技
術
を
取
得

【
パ
ソ
コ
ン
マ
ス
タ
ー
科
】

対
象
▽
身
体
、
知
的
、
精
神
、
発
達
、

難
病
、
高
次
脳

定
員
▽
７
人

期
間
▽
10
月
1
日
㈮
～
12
月
22
日
㈬

場
所
▽
自
宅

　
　
　（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
月
１
回
予
定
）

内
容
▽
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か
ら
応
用

申
込
期
限
▽
い
ず
れ
も
８
月
31
日
㈫
ま
で

※
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

       
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
　
☎
24
‐
８
６
０
９

 　
　

 
…
熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

　
　
☎
０
９
６
‐
３
７
８
‐
０
１
２
１

障
が
い
の
あ
る
人
を

　
　

対
象
に
し
た
職
業
訓
練

通
信
制
課
程
（
放
送
教
育
コ
ー

ス
）
で
高
校
の
卒
業
を
！　
　

　
中
学
生
以
上
で
、
学
習
意
欲
の
あ
る
人

で
あ
れ
ば
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
３
年
間
で

卒
業
が
可
能
。
２
年
、
３
年
へ
の
転
入
・

編
入
も
可
能
で
す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
の
放
送
講
座
を

聴
き
な
が
ら
自
宅
で
学
習

◎
一
般
曹
候
補
生

資
格
▽
18
歳
～
27
歳
未
満

◎
自
衛
官
候
補
生

資
格
▽
18
歳
～
27
歳
未
満

◎
航
空
学
生

資
格
▽
18
歳
～
27
歳
未
満

受
付
期
間
▽
8
月
1
日
㈰
～
9
月
10
日
㈮

※
そ
の
他
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
自
衛
隊
山
鹿
地
域
事
務
所

　
　
☎
43
‐
７
４
５
７

自
衛
官
募
集　

②
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
添
削
指
導
を
受
け
る

③
月
平
均
２
回
登
校
し
、
授
業
を
受
け
る

④
学
期
毎
の
定
期
試
験
を
受
け
る

※
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

        

…
東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学
校

　
　
☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
７
３
３
０

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
22
年
度
第
2

期
生（
10
月
入
学
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野

を
学
べ
ま
す
。

申
込
期
限
▽
8
月
31
日
㈫
ま
で

※
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

         

…
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
９
６
‐
３
４
１
‐
０
８
６
０

放
送
大
学
10
月
生
募
集　

受
験
資
格
▽
中
学
卒
業
者
（
本
年
度
卒

業
見
込
含
む
）
以
上
の
学
歴
で
、
心
身

と
も
に
健
康
か
つ
准
看
護
師
と
し
て
適

正
な
者
。

○
社
会
人
入
試

　
昭
和
61
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
者

○
一
般
入
試

　
中
学
校
卒
業
見
込
者
ま
た
は
卒
業
者

　
お
よ
び
そ
れ
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
者

募
集
定
員
▽
40
人
（
社
会
人
入
試
若
干
名
）

◎
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時
▽
8
月
19
日
㈭
午
後
2
時
～

場
所
▽
准
看
護
高
等
専
修
学
校

内
容
▽
入
学
手
続
き
説
明
・
施
設
見
学

　
　
　
看
護
体
験
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
鹿
本
郡
市
医
師
会
附
属

　
　
　
　
　
　
准
看
護
高
等
専
修
学
校

　
☎
44
‐
６
０
９
８

鹿
本
郡
市
医
師
会
附
属
准
看
護

高
等
専
修
学
校
生
徒
募
集

種別 社会人入試 一般入試

願書
受付

10 月 14 日㈭
〜 11 月 17 日㈬

11 月 4日㈭
〜 12 月 8日㈬

試験
時間

11 月 18 日㈭
午後 1時〜

12 月 9日㈭
午前 9時〜

試験
内容

常識試験、作文、
面接

国語、数学
社会、面接
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〈 

有
料
広
告 

〉

「行政書士」が、法律の規定により行える事とは･･･。（一部業務のみ記載）

福澤 行政書士 法務 事務所 行政書士：福澤　慶介（フクザワ ケイスケ）
電話：（０９６８）４２－８４１１
所在：山鹿市 鹿校通り １丁目８番30号

※官公署へ提出する書類から、みなさまの「権利や義務」に関する
　「書類の作成 (相談なども)」や「手続き」等を代理人として行います。

・相続に関すること
・遺産分割協議書
・相続関係人の確認作業
・遺言書に関すること　
　（公正証書化や自筆遺言）など

・建設業に関する許可 全般
    ( 新規・更新・追加・変更・その他 )
・事業年度終了届 作成
・経営事項審査（入札関係）手続き 全般
・その他（業法に関する相談） など

・「熊本　行政書士　福澤」
・「熊本　建設業許可　福澤」

　

催
し

　

山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
協
賛
行
事
と
し

て
、
小
学
生
、
幼
児
を
対
象
に
金
魚
取

り
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▽
8
月
15
日
㈰
午
後
1
時
～

場
所
▽
山
鹿
市
民
プ
ー
ル

入
場
料
▽
一
人
３
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

 
…
山
鹿
市
水
泳
協
会
事
務
局
（
一
安
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
６
‐
４
８
３
０

　

全
国
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
副
代

表
の
杉
山
孝
博
先
生
を
お
招
き
し
て
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▽
8
月
22
日
㈰
午
後
1
時
～

場
所
▽
鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
ひ
だ
ま
り
）

認
知
症
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

in
山
鹿

脳
卒
中
市
民
公
開
講
座

　

in
山
鹿

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
宿
泊

し
、
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
・
友
達

づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
初
め
て
の
お
泊
ま
り
で
も
大
丈
夫
で
す
。

日
時
▽
8
月
21
日
㈯
～
22
日
㈰
ま
で

場
所
▽
山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ

　
　
　
ナ
ル
お
よ
び
博
物
館
周
辺

内
容
▽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
自
転
車

　
　
　
交
通
教
室
、
花
火
大
会
、
夕
食

　
　
　
づ
く
り
な
ど
を
異
年
齢
グ
ル
ー
プ

　
　
　
で
体
験
。

参
加
料
▽
一
人
３
、０
０
０
円
・
米
３
合

募
集
人
員
▽
小
学
生
　
30
人

募
集
期
間
▽
7
月
21
日
㈬
～
8
月
6
日
㈮

※
申
し
込
み
書
は
、
各
小
学
校
に
配
布
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

 

…
山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

☎
43
‐
１
１
３
６

夏
休
み
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き

宿
泊
体
験

　

ヒ
マ
ワ
リ
畑
に
隠
さ
れ
た
パ
ネ
ル
を

探
し
て
、
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
よ
う
！

　
参
加
は
自
由
で
す
。
解
答
者
に
は
、

抽
選
で
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
間
▽
8
月
1
日
㈰
午
前
10
時
～
16
日
㈪

　
　
　
ま
で
の
期
間

場
所
▽
方
保
田
東
原
遺
跡
公
園

問
い
合
わ
せ

 

…
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
46
‐
５
５
１
２

ヒ
マ
ワ
リ
巨
大
迷
路ク

イ
ズ
ラ
リ
ー

　
「
尾
松
純
子
（
東
京
在
住
）
の
世
界
」

　
　
語
り
・
小
道
具
・
わ
ら
べ
う
た    

　
全
国
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
尾
松
純
子

さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
お
話
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
ご
家
族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
8
月
21
日
㈯
午
後
1
時
30
分

場
所
▽
山
鹿
市
中
央
公
民
館

参
加
費
▽
無
料

問
い
合
わ
せ
…
や
ま
が
図
書
館
友
の
会

（
吉
田
）
☎
43
‐
４
３
３
２

図
書
フ
ェ
ス
タ

「
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
む
お
話
会
」

　

～
長
く
て
つ
ら
い
リ
ハ
ビ
リ
よ
り
も

ち
ょ
っ
と
控
え
る
塩
と
酒
～

日
時
▽
8
月
29
日
㈰
午
後
2
時
～

場
所
▽
八
千
代
座

内
容
▽
最
近
の
脳
卒
中
治
療
や
リ
ハ
ビ

　
　
　
リ
、
予
防
方
法
に
つ
い
て
専
門

　
　
　
医
よ
り
講
演

参
加
料
▽
無
料

定
員
▽
6
０
０
人

問
い
合
わ
せ

 

…
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
‐
１
０
７
７

楽
し
く
ギ
タ
ー
を
弾
い
て
み
ま

せ
ん
か　
　

日
時
▽
毎
週
金
曜
日

　
　
　
午
後
2
時
～
4
時

場
所
▽
大
道
公
民
館

内
容
▽
童
謡
・
唱
歌
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・

　
　
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
あ
じ
さ
い
会
（
田
中
）

　
☎
44
‐
３
９
８
０

金
魚
取
り
大
会　
　

内
容
▽
認
知
症
を
よ
く
理
解
す
る
た
め
の

　
　
　 

９
大
法
則
と
１
原
則

参
加
料
▽
無
料

定
員
▽
４
０
０
人

問
い
合
わ
せ

 

…
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
‐
１
０
７
７
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  「愛の献血助け合い運動」　

　県では、７月と８月を
「愛の献血助け合い運動」期間と
して、広く県民の皆さんに献血の
呼びかけを行っています。
　400 ｍＬ献血にご協力ください。

※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） 問合せ …本庁総務課監理検査室　☎ 43‐1118

入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）

6/8 鹿北中学校校舎耐震改修工事 鹿北町四丁地内 ㈱プランニング匠 71,158,500
6/8 菊鹿中学校屋内運動場耐震改修工事 菊鹿町下内田地内 池田組 47,932,500
6/8 鹿本中学校屋内運動場外１棟耐震改修及び関連工事 鹿本町来民地内 ㈱津留工務店 60,900,000
6/8 春間持松線道路改良工事 鹿央町持松地内 ㈱誠和 26,575,500

　6/8 持松宮の上線道路改良工事 鹿央町持松地内 ㈲梶川工業 　23,457,00
6/8 松ヶ平向原線道路整備工事 鹿央町千田地内 ㈲岩下産業 12,390,000
6/8 星原線道路整備工事 鹿北町椎持地内 ㈲三栄土建 11,917,500
6/8 田渕柏の木線道路整備工事 鹿北町岩野地内 ㈲草野建設 10,972,500
6/8 小川内後川内線道路整備工事 鹿北町椎持地内 ㈲佐間野土木 10,479,000

　6/8 下町小学校線道路整備工事 鹿本町来民地内 ㈲古澤建設 9,156,000
　6/8 長生線道路整備工事 鹿北町岩野地内 ㈲江崎建設 7,350,000
　6/8 矢谷年ノ春線側溝整備工事 菊鹿町上内田地内 ㈲丸善建設 7,316,400
　6/8 良福寺線道路整備工事 鹿本町来民地内 豊田産業 6,289,500
　6/8 早馬塚線道路整備工事 鹿央町千田地内 ㈲矢野造園土木 6,079,500
　6/8 姫井中浦線道路整備工事 鹿央町中浦地内 下田商事 5,932,500
　6/8 道場酒造野線側溝整備工事 菊鹿町池永地内 ㈲成貢建設 5,019,000
　6/8 宮道線舗装工事 鹿本町来民地内 ㈱青木工務店 10,993,500
　6/8 石渕山ノ井線舗装工事 鹿本町石渕地内 ㈲牛島工務店 9,177,000
　6/8 鹿本地区交通安全施設設置工事その１ 鹿本町地内 システム開発㈱山鹿営業所 　18,900,000
6/8 鹿本地区交通安全施設設置工事その２ 鹿本町地内 ㈱ビルビッグ山鹿営業所 18,270,000

　6/21 八千代座渡り廊下整備工事 山鹿市山鹿地内 ㈲稲葉工務店 　13,492,500

入札結果の報告（６月分）
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期日▷ 8 月 2 日㈪　
①県鹿本地域振興局
９：30 〜 13：00
14：00 〜 15：30

②スーパーミカエル山鹿店
９：30 〜 12：00
13：00 〜 15：30
問い合わせ …健康増進課　
　　　　　　  ☎４３‐００５0

  献血にご協力ください　
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＊都合により変更になる場合があります。（鹿本郡市医師会）＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

8
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日 ( 曜） 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時
1 日㈰ うちだ内科医院 /前原耳鼻咽喉科医院 /幸村医院 グリーンファーマシ−・岩下薬局
8日㈰ 平井藤岡医院 /吉里医院 まつ薬局 /岩下薬局
15 日㈰ 山鹿中央病院 岩下薬局 /まつ薬局
22 日㈰ 横手医院 /中川医院 岩下薬局
29 日㈰ 大橋通クリニック /まえはら泌尿器科クリニック 岩下薬局 /まつ薬局 /江上薬局大橋通店

仕事の相談はお気軽に・山鹿市地域職業相談室　☎ 43-1724　
⃞▶一　般

①正・准看護師 16 万 4 千円〜　②介護職員 12 万 8 千円
　③歯科助手  13 万 5 千円〜　④一般事務員  12 万〜     
⑤理容師 18 万 6 千円〜　⑥医薬品配置販売員 14 万 2 千
円　⑦梱包、出荷作業  16 万 5 千円〜　⑧自動車部品組
立  12 万 6 千円〜　⑨都市ガス配管工　12 万円〜　⑩フ
ロント及び清掃係 11 万 1 千円　⑪トラック運転手 28 万
円〜　⑫マシニングセンターによる金属加工  20 万〜　
　⑬婦人服販売員 13 万 5 千円〜

⃞▶パート

①看護助手  時給 700 円　②受付事務  時給 700 円〜　
③ホール係   時給 650 円〜　④販売スタッフ   時給 675
円　⑤プラスチィック製品検査  時給 680 円　⑥病院内
清掃  時給 650 円〜　⑦清掃作業員  時給 650 円　⑧ク
リーニング店内業務全般  時給 660 円〜
＊詳細は、ご来室・ご相談ください。なお、すでに採
用済みの場合もあります。職業相談室は、勤労青少年
ホーム１階（市役所裏中央公民館となり）です。 　　

チヨマツ

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
　までどうぞ（☎４４‐４００４）

⃞▶草木染め体験しませんか
　藍草、玉ねぎの皮で染めてタンクトップやテーブル
　掛けなどを作ります。簡単な絞り染めもできます。
　日時▷ 8月 9 日㈪　9：00 〜 11：30
　場所▷山鹿健康福祉センター
　募集人員▷先着 40 人
　参加費▷小学生 400 円・中学生以上 700 円

問い合わせ …古布で山鹿をおこそう
　　☎ 43‐3161（長瀬）☎ 44‐6808（伊東）

⃞▶安永健二郎個展
　風景を中心に花、人物など約 150 点を展示
　ー油彩・水彩ー
　前期▷ 8月 2 日㈪〜 14 日㈯まで
⃞▶鹿北水彩画倶楽部近作展
　風景、静物など水彩で描く
　講師：服部秋彦先生
　後期▷ 8月 16 日㈪〜 31 日㈫まで
　　（最終日はそれぞれ 15：00 まで）
パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）☎４４‐４８３５
時間▷ 11：30 〜 21：00（日曜日定休）

８月
開催日 行　事　名 時間 料金

 7 日㈯ 山鹿地区こども会・地域婦人会山鹿分会
八千代座清掃 午前 関係者

 9 日㈪ 山鹿市教育センター全体研修会 午後 関係者

11 日㈬  休館日 − −

15 日㈰
16 日㈪

山鹿灯籠まつり特別営業                     
見学時間 9：00 〜 24：00 終日 有料

21 日㈯
  トヨタ財団「地域社会プログラム」採択記念事業

講演会
鹿本商工５科の生徒による発表会

午前 無料

22 日㈰
　     八千代座 100 周年記念関係事業 　
　　日韓音楽大学生交流コンサート　
フルートオーケストラの楽しみ

午後 有料

29 日㈰ 第７回脳卒中市民公開講座 in 山鹿 午後 無料
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検診を受けていますか。人間ドック、職場で受診されてない人は、この機会に受診しましょう。

問合せは、健康増進課（保健師）まで
（健康福祉センター内）　　
　　　　　　　　☎４３‐００５０ 赤ちゃん と みんな の 健康情報赤ちゃん と みんな の 健康情報

子宮がん検診　詳細は広報 7月号参照
7 月 1 日㈭〜 12 月 28 日㈫まで

♣応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
　掲載ご希望の人は、写真とメッセージ、住所、氏名、
　生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送またはご
　持参ください。

♡私たちからのからの
メッセージ

じいちゃん、ばあちゃんた
ち、いつもありがとう。

    あんり

宮城　杏有ちゃん
（H18. ７.14 生れ）

  ゆうし

宮城　有志ちゃん
（H21.10.14 生れ）

椎持（鹿北町）

　　さき

北原　咲ちゃん
（H21.11.4 生れ）

椎持（鹿北町）

♡父からのメッセージ
生まれてきてくれてあり
がとう。元気に育ってね
(^_^)v

赤ちゃん大募集！赤ちゃん大募集！

早期発見のカギは、
あなたが検診に行くことです。　　　　集団検診　　８月１日㈰〜２１日㈯まで

検診項目 対象 75 歳未満 75 歳以上
胃がん 19 歳以上男女 1,300 円 500 円
大腸がん 500 円 200 円
腹部超音波 1,100 円 400 円
肺がん 500 円 200 円
▲喀痰 800 円 300 円
乳がん 19 歳以上女性 1,400 円 700 円
子宮がん 1,100 円 400 円
前立腺がん 50 歳以上男性 500 円 200 円
肝炎ウイルス 40 歳以上 800 円 300 円
骨粗鬆症 40.45.50.55.60

.65.70 歳の
節目年齢

500 円

19 歳以上の
節目以外の年齢

1,700 円

◎８月1日㈰〜８日㈰

　　　　山鹿健康福祉センター

◎８月９日㈪・
　　　　１１日㈬〜１４日㈯

　カルチャースポーツセンター

◎８月１５日㈰〜２１日㈯

山鹿市健康福祉センター

※骨粗鬆症検診は、非課税世帯・生活保護の
　人も料金が必要です。

　夏休み期間中を利用して早めに受けましょう。
　■対象年齢：小学 6年生（11 〜 13 歳未満）
　　※対象者には、学校を通じて通知を配布しています。
　　（通知のない人は、健康増進課まで連絡してください）
　■料金：無料（対象年齢を過ぎると自己負担となります）
　　※予防接種を受けるときは、母子健康手帳を持参し、必
　　ず保護者が同伴してください。同伴できない場合は、予
　　防接種の委任状が必要となりますので、事前に健康増進
　　課または各総合支所に書類を取りに来てください。
　　※実施医療機関に必ず事前に電話予約を入れてください。

■対象年齢 　１期 : １〜２歳未満
                     ２期 : 小学校就学前の年長さん
 　　　　　　３期 : 中学１年生
　　　　　　 ４期 : 高校３年生
■母子健康手帳にて接種の確認をされ、まだ
の人は予防接種を受けましょう。
■詳細は、広報 5月号またはホームページな
どに記載しています。

集団検診の料金 日程

二種混合（ジフテリア・破傷風）予防接種は、
お済みですか。

ＭＲ（麻しん・風しん）予防接種は、
お済みですか。
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　胆のうは、肝臓と十二指腸をつなぐ胆管の途中にある袋
状の臓器です。胆のうには、肝臓から分泌された胆汁とい
う液体が貯まり、食後に胆のうが縮むことによって胆管を
通って十二指腸に胆汁が流れ、栄養の吸収を助ける働きを
します。また、肝臓で解毒した有害物質を体外に排出する
のも胆汁の働きです。 
　胆石症とはこの胆汁の成分が結晶して胆石になった状態
です。胆石はその出来る場所によって胆のうにあるときは
胆のう結石（胆石）、胆管にあるときは総胆管結石、肝臓
内の胆管にあるときは肝内結石といいます。無症状で経過
することも多いのですが、いったん発症すると激しい腹痛
や発熱、胆管結石では膵

すいえん

炎や胆管炎といった命に関わる状
態になる場合もあります。胆石症の治療は主に手術です。
腹腔鏡下胆

たんのう

嚢摘出術はお腹に 4ヶ所、5mm〜 20mmの皮

　　
胆
たんせきしょう

石症について

山鹿市立病院
医療技術部長兼外科長
兼消化器外科長
池上　克徳

膚切開を加え、テレビモニターを見ながら行う手術です。
腹腔鏡下胆嚢摘出術は 1987 年にフランスのMouret が世
界で最初に行ったとされ、我が国では 1990 年に初めて実
施されました。傷が小さく、術後の痛みが少なく回復が早
いことから、1992 年 4 月の保険適応以来急速に普及し、
現在では胆石症の標準手術術式となっています。
　当院でも毎年 50 例以上の胆嚢摘出術を行いますが、そ
のほとんどをこの手術術式で行っています。以前なら無理
と思われた開腹手術の既往のある患者さんや高度の胆嚢炎
症例でも技術の向上と手術器具の進歩で多くの患者さんが
腹腔鏡手術で出来るようになりました。手術時間も約 1時
間で従来の開腹術と比べても遜色ありません。入院期間も
大幅に短縮され、当院での入院期間は 5日が標準となって
います。

健康カレンダー
場所の省略表記

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付
             　【山健福】

１歳６か月児健診
（山鹿 ( 大道・三玉を
除く )・鹿北・鹿央、
20 年 12 月生 )
13:30 〜 14:00 受 付    
　　　　　【山健福】

８ ９ 10 11 12 13 14
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付
             　【山健福】

15 16 17 18 19 20 21
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付
             　【山健福】

３・４か月児健診
（山鹿 (三玉を除く )・
鹿北・鹿央、22 年 4
月 生 ) 13:30 〜 14:00
受付　　  　【山健福】

乳児健診
（三玉・菊鹿・鹿本、
21 年 12 月・22 年 4
月生 ) 13:30 〜 14:00
受付　　【ひだまり】

３歳児健診
（山鹿 (大道・三玉を
除く )・鹿北・鹿央、
19年 4月生 )13:30 〜
14:00 受付 【山健福】

22 23 24 25 26 27 28
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付
             　【山健福】

７・８か月児健診
山鹿(三玉を除く)・鹿
北・鹿央、21 年 12 月
生 ) 13:30 〜 14:00
受付　　　【山健福】

１歳６か月児健診
（大道・三玉・菊鹿・
鹿本、20 年 12 月生 ) 
13:30 〜 14:00 受付
　　　【ひだまり】

３歳児健診
（大道・三玉・菊鹿・
鹿本、19 年 4 月生 ) 
13:30 〜 14:00 受付

　　【ひだまり】

29 30 31
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付
             　【山健福】

【山健福】　　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本生涯学習・健康セ
　　　　　　ンター ひだまり

【ひまわり館】菊鹿健康福祉センター
　　　　　　  ひまわり館
【鹿央研セ】　鹿央多目的研修センター
【鹿北老福】　鹿北老人福祉センター８
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光
る

大
園
美
奈
子

鹿
本
俳
句
教
室　

 

六
月
例
会

利
光
釈
朗
選

梔く
ち
な
し子
の
仄ほ

の

か
に
匂
う
通
夜
帰
り　

小
原
　
洋
子

除
草
剤
撒ま

く
夏
草
に
詫わ

び
な
が
ら坂

本
　
礼
子

Ｓ
Ｌ
の
汽
笛
尾
を
引
く
麦
の
秋

戒
田
喜
久
子

山
鹿
俳
句
会　

六
月
例
会

岩
岡
中
正
選

聖
五
月
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
し
て
し
ま
ふ
　

　
　
　
宇
野
　
　
剛

子
燕
の
声
よ
り
朝
の
は
じ
ま
り
し
　

　
　
　
近
藤
　
律
子

摘
む
人
も
な
き
茶
畑
と
な
り
に
け
り
　

　
　
　
森
川
　
幸
恵

【
短
　
歌
】

菊
鹿
短
歌
会　

六
月
作
品

仰ぎ
ょ
う
が臥
し
て
眠
れ
る
こ
と
の
有
難
し
健
や
か
な

れ
ば
知
ら
ず
過
ぎ
し
を
　
　
長
野
　
節
子

痛
む
足
し
ば
し
忘
る
る
こ
こ
ち
し
て
蝶
と
あ

と
先
小こ

み
ち径
を
歩
く
　
　
　
　
　
黒
田
　
衣
子

わ
が
か
く
る
苦
労
の
分
の
増
え
続
け
帽
子
に

か
く
す
姉
の
し
ら
髪
　
　
　
　
森
田
　
洋
子

石
人
短
歌
会　

六
月
例
会

富
田
豊
子
選

満
々
と
水
を
湛
え
し
菊
池
川
そ
の
源
流
の一
滴

は
い
づ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
横
手
　
　
淑

斎
場
に
な
き
姉
送
る
こ
の
道
は
共
に
通
い
し

通
学
路
な
り
　
　
　
　
　
　
　
皆
本
　
幸
子

大
河
ゆ
く
船
の
明
り
の
灯と

も

り
そ
む
荷
運
ぶ
船

か
黒
き
人
影
　
　
　
　
　
　
上
妻
千
佐
子

鹿
央
短
歌
会　

五
月
作
品

鴬う
ぐ
い
すの
初
音
聞
き
た
り
早
々
と
霜
注
意
報
の
知

ら
せ
の
朝
に              
上
野
い
づ
子

突
然
の
友
の
訃
報
に
呆ぼ

う
ぜ
ん然
と
昨
日
電
話
で
話

し
た
ば
か
り
　
　
　
　
　
　
　
江
藤
　
い
し

泡
立
草
ひ
し
め
き
咲
き
し
道
端
に
今
年
自
滅

か
一
本
も
な
し
　
　
　
　
　
　
立
山
　
〆
子

あ
じ
さ
ゐ
短
歌
会　

七
月
作
品

一
人
居
の
わ
が
家
近
く
に
住
む
吾あ

こ娘
は
さ
つ
き

の
風
と
夕
餉
持
ち
く
る
　 

池
田
　
敏
子

朝
ま
だ
き
菜
園
手
入
れ
の
老ひ

と人
あ
り
て
垣
根

に
白
き
く
ち
な
し
匂
ふ
　 

平
野
　
　
妙

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
十
周
年
の
記
念
誌
に
深
く
刻
ま

ん
わ
れ
ら
の
歩
み
　
　
　  

鹿
子
木
泰
子

鹿
北
短
歌
会　

七
月
七
夕
祭

師
お
わ
さ
ば
い
か
な
る
評
を
な
さ
れ
る
や
面
輪

た
ち
く
る
歌
紡
ぐ
と
き
　
弓
掛
ム
ツ
子

ア
ッ
と
い
ふ
口
そ
の
ま
ま
で
干
さ
れ
し
か
小
皿

の
上
の
片
口
イ
ワ
シ
　
　
　
深
牧
ミ
サ
キ

わ
が
部
屋
の
窓
に
ヤ
モ
リ
が
虫
を
と
る
夜
ご
と

と
な
れ
ば
親
し
み
の
わ
く
　  

貞
熊
喜
美
子

鹿
本
町
短
歌
会　

麦
熟
れ
て
黄
打
ち
靡な

び

く
追
ひ
風
の
野
を
凱

旋
の
ご
と
帰
る
な
り
　
　
　
竹
野
美
智
代

あ
で
や
か
に
手
話
の
指
に
て
咲
か
す
花
白
木
蓮

を
わ
れ
に
語
り
て
　
　
　  

北
島
　
た
き

蛍
は
吾
に
舞
ひ
来
て
老
の
手
の
生
命
線
を
照

ら
し
て
は
消
す
　
　
　
　
　   

平
山
　
友
頌

【
肥
後
狂
句
】

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

六
月
例
会

飯
田
東
原
選

ほ
っ
と
け
　
百
も
承
知
で
呑
み
よ
っ
と

立
山
　
連
峰

困
っ
た
も
ん
　
貧
乏
ゆ
す
り
さ
す
地
球

新
谷
　
不
動

出
足
良
好
　
長
蛇
の
列
の
話
題
作寺

本
凡
久
良

分
岐
点
　
賞
味
期
限
の
切
れ
た
恋落

合
　
万
吉

本
番
　
人
の
顔
ど
ま
見
え
だ
っ
た竹

下
　
賀
松

荻
正
好
選

ほ
っ
と
け
　
ど
う
せ
跡
継
ぎ
せ
ん
田
畑

小
水
流
繁
富

な
ん
な
っ
と
　
仁
義
公
儀
の
難
し
さ

冨
田
　
土
管

困
っ
た
も
ん
　
僕
の
名
忘
れ
か
け
た
母

長
瀬
　
狂
介

出
足
良
好
　
勧
進
元
は
恵
比
寿
顔松

井
　
爆
笑

本
番
　
頭
の
中
は
真
っ
白
に

古
庄
　
敬
子

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

六
月
例
会

課
題
句　

森
山
旬
彩
選

舌
つ
づ
み
　
孫
の
手
料
理
味
は
別

　
古
賀
　
楽
居

舌
つ
づ
み
　
ち
か
が
つ
れ
す
る
と
こ
じ
ゃ
っ
た

古
川
ひ
ろ
み

月
明
か
り
　
か
げ
で
デ
ー
ト
が
ば
れ
た
げ
な

春
木
喜
代
子
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６月

お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

◆ およろこび ◆
山　鹿
　山　鹿　竹田　忠司さん♥戸上　智子さん
　　　　　父母謙一朗さん♥冨重　直子さん
　三　岳　中原　正嗣さん♥多久ひろみさん
　大　道　木村　翔吾さん♥伊賀　里美さん
鹿　北
　岩　野　野田　祐也さん♥佐藤　尚子さん
菊　鹿
　城　北　德永　憲昭さん♥岩本　友紀さん
　　　　　田中　　旭さん♥豊田　実佐さん
鹿　本
　来　民　一法師邦弘さん♥矢野　愛子さん
　　　　　村田　誠也さん♥樫本　京子さん
　　　　　豊田　幸一さん♥康　　淑美さん
　中　富　中島　英継さん♥太田黒かおりさん
鹿　央
　千　田　中井　　稔さん♥神鷹　成美さん

◆ うぶごえ ◆
山　鹿
　山　鹿　山内　彩

さ ら

楽さん　船津　晴
す み れ

零さん
　　　　　宮田　　姫

ひめ

さん　堤　　逞
た く と

翔さん
　　　　　髙野夏

か な こ

菜子さん
　米　田　篠田希

き お ら

桜羅さん
　川　辺　瀬口　蒼

あ お の

乃さん
　八　幡　山部　甲

こ う た

太さん　松岡　郁
ふ み や

弥さん
　三　岳　柿田　龍

りゅうき

希さん　中島　侑
ゆ う み

海さん
　　　　　川口　琉

りゅうき

輝さん
　三　玉　井出　依

い ぶ き

吹さん　橋口　愛
あ い り

稟さん
　　　　　渕上　璃

り の

乃さん　立山　新
に い な

奈さん
　　　　　長迫　　歩

あゆむ

さん
　大　道　中田　結

ゆ い な

奈さん　永田　心
こ こ み

珠さん
　　　　　星子　侑

ゆ う た

大さん
鹿　北
　岳　間　伊藤　大

ひ ろ と

翔さん
　岩　野　野中　　逞

たくま

さん
菊　鹿
　六　郷　井上　　幸

こう

さん　吉里　輝
ら い と

星さん
　　　　　山品　羅

り あ

愛さん　上野　大
だいせん

扇さん
　城　北　井上　煌

こうせい

晴さん
鹿　本
　稲　田　西田　　悠

はるか

さん　村上　笑
え ま

麻さん
　来　民　橋村　蒼

そうすけ

亮さん　一安　吏
り こ

子さん
　　　　　板楠　優

ゆ う り

李さん　坂本栄
は る あ

光空さん
　　　　　荒木　壮

そ う ま

馬さん　鹿子木清
きよしろう

志郎さん
　　　　　小田　海

かいせい

晴さん
鹿　央
　米野岳　原　玲

れ お と

央斗さん

◆ おくやみ ◆
山　鹿
　山　鹿　福山　芳郎さん (77)　山口シズヲさん (99)
　　　　　樋口　　覺さん (90)　金木　桂之さん (79)
　　　　　古家ソノエさん (85)　藤森　克也さん (62)
　　　　　上野　　茂さん (76)
　米　田　木庭アツコさん (99)　星子ユキエさん (92)
　　　　　宮本　道春さん (87)　原田　榮一さん (62)
　　　　　中原　綾子さん (97)　末藤　　猛さん (74)
　八　幡　池田　大助さん (87)　吉永ヨリエさん (82)
　平小城　星子　則光さん (56)　緒方ミトメさん (97)
　　　　　中川　和雄さん (48)　
　三　岳　下田ミユキさん (96)　竹田ツヨコさん (91)
　　　　　吉里　長子さん (59)
　三　玉　渕上キミエさん (93)　堀　多喜雄さん (71)
　大　道　宮川喜代次さん (84)　落合　邦昭さん (61)
鹿　北
　岳　間　才田ミツヱさん (82)
　岩　野　古川タツ子さん (82)　内野　幸隆さん (84)
　　　　　永田ホシエさん (99)
　広　見　山下　泰弘さん (78)　
菊　鹿
　内　田　坂本　秀雄さん (85)　髙本　勇喜さん (84)
　城　北　片山　一博さん (60)　春木　光臣さん (52)
　　　　　元田　哲昭さん (42)　松本　健士さん (90)
　　　　　山口ヤエ子さん (89)　
鹿　本
　稲　田　前田ミツ子さん (90)　前田　　進さん (91)
　　　　　緒方　靖子さん (67)　牛嶋タツヱさん (83)
　　　　　荒木ミズコさん (85)　
　来　民　津留フサ子さん (78)　森田美智子さん (75)
　　　　　瀬口ユリコさん (87)　木村　榮子さん (76)
　
　中　富　赤星　良一さん (86)　内田フユ子さん (93)
鹿　央
　千　田　隈部　光夫さん (62)　江藤アキヨさん (91)
　山　内　髙木　榮子さん (70)　

※６月中の届出受付分を掲載しています

t

訂
正
と
お
詫
び

　
8
月
号
7
ペ
ー
ジ
の
米
ト
レ
サ

ビ
リ
テ
ィ
ー
制
度
で
、
対
象
品
目

に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

酒
→
清
酒
、
し
ょ
う
ゆ
→
単
式
蒸

留
し
ょ
う
ち
ゅ
う
で
す
。
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■人口と世帯
人口 57,342 （ − 41 ）
　男 27,020 （ − 10 ）
　女 30,322 （ − 31 ）
世帯数 21,155 （ ＋ 18 ）
６月末現在（前月末比）

　

編
集
後
記

♣
環
境
の
変
化
も
重
な
り
、
う
ま
く
い
か

な
い
こ
と
が
多
い
▼
電
話
口
で
の
愚
痴
の

多
さ
に
気
付
い
た
群
馬
の
友
人
か
ら
、
こ

れ
を
飲
む
と
幸
せ
に
な
る
よ
と「
ラ
ッ

キ
ー
コ
ー
ヒ
ー
」
が
届
い
た
。
う
れ
し
く

な
っ
て
宝
物
の
よ
う
に
机
に
入
れ
た
。
気

持
ち
の
持
ち
よ
う
か
も
し
れ
な
い
▼
昔
、

先
輩
が
幸
せ
な
気
分
に
な
る
か
ら
と

「
ラ
ッ
キ
ー
」と
名
の
付
く
タ
バ
コ
を
吸
っ

て
い
た
の
を
見
て
笑
っ
た
け
ど
、
当
時
の

先
輩
の
年
齢
に
追
い
つ
い
て
み
る
と
気
持

ち
が
分
か
る
▼
自
宅
に
タ
コ
の
パ
ウ
ル
く

ん
を
飼
え
る
な
ら
毎
朝
、
何
色
の
服
を
着

た
ら
幸
せ
？
と
尋
ね
る
け
ど
な
。（
千
鶴
）

♠
梅
雨
が
あ
け
て
本
格
的
に
夏
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。
取
材
か
ら
帰
っ
て
、
何
と
な

く
首
の
後
ろ
が
ヒ
リ
ヒ
リ
す
る
の
で
、
鏡
を

見
て
み
る
と
、
真
っ
赤
な
三
日
月
が
で
き
て

い
ま
し
た
。や
け
ど
に
近
い
状
態
の
よ
う
で
、

洋
服
が
あ
た
っ
て
ヒ
リ
ヒ
リ
し
ま
す
。
日
焼

け
す
る
と
す
ぐ
真
っ
赤
に
な
る
の
で
、
気
を

付
け
て
い
た
つ
も
り
で
す
が
、
首
の
後
ろ
ま

で
は
…
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
日
差
し

が
強
い
の
で
、
外
出
す
る
と
き
は
、
熱
中

症
な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。　

   （
た
）

八
千
代
座
交
流
施
設

　
10
月
中
旬
完
成
予
定

　

現
在
、
八
千
代
座
新
楽
屋
西
側

に
八
千
代
座
交
流
施
設
を
建
設
中

で
す
。
こ
の
施
設
は
、
八
千
代
座

の
楽
屋
機
能
を
補
完
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
文
化
芸
術
活
動
の
練
習

や
発
表
の
場
や
研
修
会
場
な
ど
、

幅
広
く
利
用
す
る
こ
と
を
目
的
に

整
備
し
て
い
る
も
の
で
す
。

〇
多
目
的
小
ホ
ー
ル
（
96
席
）

　
電
動
収
納
型
の
可
動
椅
子
を
設

八
千
代
座
１
０
０
周
年
記
念
募
金

「
平
成
の
瓦
一
枚
運
動
」

　
八
千
代
座
１
０
０
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

八
千
代
座
を
守
っ
て
こ
ら
れ
た
先

人
た
ち
の
努
力
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
の
１
０
０
年
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
「
平
成
の
瓦
一

枚
運
動
」
と
銘
打
っ
て
寄
附
金
を

募
集
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
60
年
代
初
期
、

地
元
の
お
年
寄
り
た
ち
が
廃
屋
状

▼八千代座交流施設のイメージ図

置
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
発
表

会
な
ど
文
化
芸
術
活
動
の
発
表
や

練
習
会
場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
椅
子
を
収
納
す
れ
ば
、
踊

り
の
練
習
や
文
化
芸
術
の
展
示
会

場
、
市
民
の
体
験
教
室
や
講
座
な

ど
多
方
面
で
の
利
用
が
可
能
で
す
。

〇
楽
屋
・
控
室

　
八
千
代
座
や
多
目
的
小
ホ
ー
ル

の
楽
屋
や
控
室
と
し
て
利
用
す
る

ほ
か
、
文
化
芸
術
活
動
の
練
習
・

発
表
会
場
や
市
民
団
体
の
研
修
な

ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

態
だ
っ
た
八
千
代
座
を
復
興
さ
せ
る

た
め
に
「
瓦
一
枚
運
動
」
で
浄
財
を

募
り
、
当
時
雨
漏
り
が
ひ
ど
か
っ
た

屋
根
を
修
復
し
、
復
興
の
足
が
か

り
を
作
っ
た
こ
と
に
ち
な
み
、
当
時

の
熱
き
お
年
寄
り
た
ち
の
思
い
を
引

き
継
ぎ
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
浄
財
は
、
現

在
実
施
し
て
い
る
八
千
代
座
１
０
０

周
年
記
念
事
業
に
充
当
し
ま
す
。

期　

間
▽
平
成
22
年
８
月
１
日
～

　
　
　
　
　
平
成
23
年
12
月
31
日

対　

象
▽
広
く
国
内
外
の
個
人
、

法
人
、団
体
か
ら
寄
附
を
募
り
ま
す
。

特　

典
▽

　
①
一
口
８
、１
０
０
円
以
上
寄
附

さ
れ
た
人
に
、
丸
瓦
（
桐
箱
入
り
）

を
お
渡
し
す
る
と
と
も
に
、
お
名
前

を
「
芳
名
板
」
に
記
載
し
、
八
千

代
座
に
展
示
し
ま
す
。

　
②
八
千
代
座
見
学
券
（
８
枚
）

受
け
入
れ
▽
八
千
代
座
も
し
く
は

八
千
代
座
１
０
０
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局
（
山
鹿
市
中

央
公
民
館
２
階
）

税
の
控
除
▽
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
制
度
を
活
用
さ
れ
る
人
は
、
所

得
税
や
住
民
税
の
控
除
な
ど
、
税

制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▽

八
千
代
座
１
０
０
周
年
記
念
事
業

　
実
行
委
員
会
事
務
局

（
文
化
課
　
山
鹿
市
中
央
公
民
館
２
階
）

☎
43
‐
１
６
９
１

ホームページアドレス
http://www.city.yamaga.kumamoto.jp
エコマーク認定の再生紙を使用しています
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「水なし印刷」認証番号S33


